
　E 型肝炎は, ヘペウイルス科 （Hepeviridae） ヘペウ
イルス属 （Hepevirus） の E 型肝炎ウイルス （HEV） の
感染による急性肝炎である。潜伏期は平均 6 週間とい
われている。臨床症状は発熱, 全身倦怠感, 悪心, 嘔
吐, 食欲不振, 腹痛等の消化器症状を伴い, 黄疸が認め
られるが, 不顕性感染もある。臨床症状は A 型肝炎と
の共通点が多い。致死率 （ 1 ～ 2 ％） は A 型肝炎より 10

倍ほど高い。従来は慢性化しないとされてきたが, 免
疫不全状態にある患者の E 型肝炎感染が慢性感染を引
き起こすことがある （本号 3 ＆ 13 ページ）。感染経路は, 

いわゆる途上国では患者の糞便中に排泄されたウイル
スによる経口感染が主で, 常時散発的に発生しており, 

時に飲料水を介する大規模集団発生が報告されてい
る。一方, 日本をはじめ世界各地で, E 型肝炎は動物
由来感染症 （本号 4 ページ） として注目されている。
　HEV の血清型は 1 つと考えられ, 遺伝型は現在 4 つ
（G1～G4） が知られている。途上国でヒトの地域流行
を起こすウイルスは主に G1 である。先進国では主に

G3 と G4 の散発的な報告があるが, 大規模集団発生の
報告はない。また G3 および G4 は, ブタやイノシシに
も感染することが明らかになっている。
　わが国では E 型肝炎は, 1999 年 4 月から感染症法に
基づく全数把握の 4 類感染症 「急性ウイルス性肝炎」
として全医師に診断後 7 日以内の届出が義務付けられ
た。その後 2003 年 11 月の同法改正に伴い, 「E 型肝炎」 
として独立した 4 類感染症となり, 診断後直ちに届出
が必要な疾患となった （届出基準は http://www.mhlw.

go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou11/01- 

04-01.html）。
　経時的発生状況  :  感染症発生動向調査において 2005

年 1 月～2013 年 11月に E 型肝炎と届出された患者は
626 例であった （2013 年 11月27日現在, 表 1 ）。2005～
2011 年は年間 42～71 例の報告であったが, 2012 年以降
は年間 100 例を超えている （図 1 ）。国内で感染したと
推定された患者 （国内例） の割合は 2005～2008 年には
71～79％であったが, 2009 年以降は 86～94％に増加し
ている （図 1 ）。
　性別年齢分布  :  男性 502 例 （推定感染地 : 国内 425 例, 

国外 68 例, 不明 9 例）, 女性 124 例 （国内 107 例, 国外 13

例, 不明 4 例） と, 国内例, 国外例とも圧倒的に男性が
多い （IASR 26: 261-262, 2005）。国内例は男女ともに
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表1. E型肝炎患者届出に記載された診断検査法*

2005 13 ( 31% ) 33 ( 79% ) 42
2006 26 ( 37% ) 59 ( 83% ) 71
2007 13 ( 23% ) 50 ( 89% ) 56
2008 28 ( 62% ) 25 ( 56% ) 45
2009 51 ( 93% ) 9 ( 16% ) 55
2010 62 ( 94% ) 13 ( 20% ) 1 ( 2% ) 66
2011 52 ( 85% ) 10 ( 16% ) 5 ( 8% ) 61
2012 45 ( 37% ) 23 ( 19% ) 69 ( 57% ) 121
2013 13 ( 12% ) 6 ( 6% ) 96 ( 88% ) 109

303 ( 48% ) 228 ( 36% ) 171 ( 27% ) 626
* 
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年

報
告
数
（
人
）

病原微生物検出情報 Vol. 35 No. 1 （2014. 1） （ 1 ） 1

病原微生物検出情報
Infectious Agents Surveillance Report (IASR)

http://www.nih.go.jp/niid/ja/iasr.html

月
報

ISSN 0915-5813

（
禁
、
無
断
転
載
）

本誌に掲載された統計資料は, 1） 「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」 に基づく感染症発生動向調査によって報
告された, 患者発生および病原体検出に関するデータ, 2） 感染症に関する前記以外のデータに由来する。データは次の諸機関の協力によ
り提供された : 保健所, 地方衛生研究所, 厚生労働省食品安全部, 検疫所。

（ 2 ページにつづく）

＜特集＞ E 型肝炎　2005～2013年

E 型肝炎の概要と検査法 3 , 人獣共通感染症としての E 型肝炎 4 , E 型肝炎・北海道札幌地区での観察 5 , 北
海道内献血者における HEV 感染の状況 7 , 都内一般病院で経験した急性肝炎症例と市販食品からの多様な
HEV RNA 検出 8 , イノシシ、シカおよびブタの HEV 感染状況調査 : 熊本県 9 , 動物由来 E 型肝炎ウイルス
10, 韓国と台湾における E 型肝炎の疫学的状況12, E 型肝炎の慢性化, 肝外病変13, 日本脳炎患者の発生 : 三
重県14, 2013年沖縄県西表島で発生したレプトスピラ症14, トライアスロン参加後に感染したと推定された
レプトスピラ症 1 例 : 静岡県16, 野菜サラダを原因食品とした Yersinia enterocolitica O8 食中毒事例 : 東京
都17, 風疹の流行状況および対策 : 鹿児島県17, 2013年エコーウイルス 9 型による無菌性髄膜炎の地域流
行 : 東京都19, 南半球における2013年インフルエンザシーズン概要20, チフス菌・パラチフス A 菌のファー
ジ型別成績21

 1  （ 1 ）

国 立 感 染 症 研 究 所
厚 生 労 働 省 健 康 局
結 核 感 染 症 課

事務局 感染研感染症疫学センター
〒162-8640 新宿区戸山 1-23-1

Tel 03 （5285） 1111

 Vol.35 No. 1 （No.407）
2014年 1 月発行

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou11/01-04-01.html
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou11/01-04-01.html
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou11/01-04-01.html


中高年が多いのに対し, 国外例は幅広い年齢から報告
されている （前ページ図 2 ）。
　診断検査法と遺伝子型 （本号 3 ページ）  :  確定診断し
た検査法は, 2005～2013 年は RT-PCR 法による遺伝子
検出が 626 例中 303 例 （48％）, ELISA 法による IgM 抗体
検出が 228 例 （36％）, IgA 抗体検出が 171 例 （27％） で
あった （重複を含む） （前ページ表 1 ）。2011年 10 月に E

型肝炎の IgA 抗体検出キットが保険適用となり, 2012

年以降 IgA による診断が大きく増加している。2013 年
には感染症発生動向調査の届出基準の検査方法に IgA

が追加された。
　遺伝子型が報告された 86 例の内訳は, G1 が 2 例 （国
内 1 例, 国外 1 例）, G3 が 39 例 （国内 36 例, 不明 3 例）, 
G4 が 45 例 （国内 40 例, 国外 5 例） で, G2 の報告はな
かった。
　推定感染地  :  国内 532 例について都道府県別報告状
況を図 3 に示す。2005 年～2013 年 11月までに 42 都道
府県から報告されている。北海道では毎年報告があり 

（本号 5 ＆ 7 ページ）, 国内例の 34％と最も多く, 次い
で東京都からの報告が多い （14％）。国外 81 例の主な
推定感染地はアジアで, 中国が最も多く （42％）, イン
ド （17％）, ネパール （9.9％） と続く （表 2 ）。
　推定された感染経路  :  2005 年～2013 年 11月に報告さ
れた 626 例のうち, 推定感染経路の記載があった国内
250 例中, 肉類の喫食が大部分であった。ブタ （肉やレ
バーを含む） が 88 例 （35％）, イノシシ 60 例 （24％）, シ
カ 33 例 （13％）, ウマ 10 例 （4.0％）, 貝 （牡蠣など） 11 例
（4.4％） などで, その他に動物種不明の肉 （生肉, 焼肉

など） あるいはレバーがそれぞれ 37 例 （15％）, 24 例
（9.6％） であった （重複を含む）。それ以外に, 動物の
調理・解体・処理などが感染原因と推定されたものが
4 例あった。国外 17 例中では, 生水・井戸水などの飲
料水 6 例 （35％）, ブタあるいは動物種不明の肉の喫
食が各 4 例 （24％） 記載されていた。
　動物での HEV 感染状況  :  ブタの HEV 感染が世界各
地で報告されている。日本国内の調査でも 2 ～ 3 カ月
齢のブタの糞便から HEV 遺伝子が高率に検出され, 

出荷時のブタ （ 6 カ月齢） の抗体保有率は 90％以上で
あった。HEV 遺伝子は, 出荷されているブタレバーか
らも検出されていた （本号 4 ＆ 8 ページ）。また, 日本
の野生イノシシの抗体保有率 （34％） はブタより低い
が, HEV が広く侵淫していることが明らかにされて
いる。
　一方, 日本では感染源の 1 つと考えられているシカ
からは HEV 遺伝子の検出報告はなく, 熊本県で実施さ
れた調査でも, シカ （肝臓・血液・筋肉） からは HEV

は検出されなかった （本号 9 ページ）。また, ウシ, ヒ
ツジ, ヤギなどの動物からも, HEV 遺伝子の検出報告
はない （本号 10 ページ）。
　最近, ヒトへの感染性についてはまだ明らかでない
ものの, HEV と同じくヘペウイルス科に属すると考
えられるウイルスが, ラット, ウサギ, コウモリ, フェ
レットなどからも検出されている （本号 10 ページ）。
　HEV 感染予防  :  厚生労働省は, 平成 16 （2004） 年に
は通知を発出し注意喚起している （平成 16 年 11月29日
食安監発第 1129001 号医薬食品局食品安全部監視安全
課長通知 http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/

kanren/kanshi/041129-1.html）。ホームページに 「食
肉を介する E 型肝炎ウイルス感染事例について （E 型
肝炎 Q ＆ A）」 を掲載し, ブタならびに野生動物の肝
臓・生肉喫食を避け, 十分加熱調理して喫食すること
の必要性を狩猟者, 食肉関係者および消費者向けに訴
えてきた。国民全体に感染のリスクについてより一層
の周知徹底が重要であると思われる。また, 流行地へ
渡航する際の E 型肝炎予防には, A 型肝炎同様, 飲み
水に注意し, 加熱不十分な食品の喫食を避けることが
必要である。なお, E 型肝炎ワクチンは日本において
は基礎研究段階である。

表2. E型肝炎の推定感染地, 2005～2013年
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＜特集関連情報＞
　E 型肝炎の概要および検査法

　はじめに
　E 型肝炎は E 型肝炎ウイルス （hepatitis E virus, 

HEV） によって引き起こされる急性肝炎である。A  型
肝炎ウイルスと同じく経口伝播型であり, 臨床症状も
A 型肝炎と類似しており, 免疫不全など特殊な場合を
除き, 慢性化することなく一過性に経過する。E 型肝
炎は発展途上国で常時散発的に発生している疾患であ
るが, ときとして飲料水などを介し大規模な流行を引
き起こすことが知られている。E 型肝炎はこれまでア
ジア, アフリカなどの衛生環境が整っていない地域の
疾患と考えられており, 先進国では輸入感染症とみな
されてきた。しかし近年, 米国, ヨーロッパ, さらに日
本において海外旅行歴のない E 型肝炎症例が報告さ
れ, それぞれの国や地域に土着した固有株が存在する
ことが判明してきた。また, HEV はブタ, イノシシな
どの動物にも感染する人獣共通感染症であることが判
明し, これらの肉や内臓を生, あるいは加熱不十分な
ままで摂食することによって感染することも明らかに
なってきた。さらに, 最近では輸血による HEV の感
染例も報告されている。HEV の感染状況を把握する
には確実な診断法を用いることが重要である。
　E 型肝炎ウイルス
　HEV はヘペウイルス科 （Hepeviridae）, ヘペウイル
ス属 （Hepevirus） に分類され, 単独の種を構成するウ
イルスである。HEV は粒子の直径が約 30～40nm の
小型球形のウイルスであり, そのゲノムは約 7.2kb の
プラス 1 本鎖 RNA で 5’ 末端には cap 構造が, 3’ 末端
にはポリアデニル酸が付加されている。HEV の遺伝
子上には 3 つの open reading f lame （ORF1, ORF3

および ORF2） が 5’ 末端から一部重複しながら配列し
ている。約 5,000 塩基の ORF1 は非構造蛋白をコード
し, ORF2 は 72 kDa の構造蛋白をコードする。ORF3

は ORF1 と ORF2 の間に位置する。ヒトから検出され
た HEV には少なくとも 4 つの遺伝子型 （Genotype, G1

～G4） が存在することが明らかになっている。HEV

の血清型は単一であると考えられている。我々の実験
結果では, HEV の完全な不活化には 65℃, 10 分の加
熱が必要である。E 型肝炎は感染症法による分類では
4 類感染症に定められており, 診断後直ちに届出の義
務がある。国立感染症研究所感染症疫学センターのま
とめでは, 報告されている患者数は年間 50 例前後で
あったが, 2012 年は暫定報告数で 121 例とかなり増加
した。これは最近, 国内初の HEV 感染に対する体外
診断用医薬品が発売され, 診断が容易になったことに
よるものと推定される。近年, 同じ科に属すると考え
られる近縁のウイルスがトリだけでなくウサギ, ラッ
ト, フェレット, コウモリなどからも HEV と遺伝子構

造が類似するウイルスが検出されている （本号 10 ペー
ジ参照）。
　E 型肝炎の臨床的な特徴
　E 型肝炎の臨床症状は A 型肝炎と類似している。大
部分の E 型肝炎は急性肝炎あるいは劇症肝炎であり, 

ほとんど慢性化しない。潜伏期間は 15～50日, 平均 6

週間で, 平均 4 週間といわれる A 型肝炎の潜伏期に比
べやや長い。E 型肝炎の典型的な症状である黄疸は発
症後 0 ～10日目に顕著になる。この時期に AST 値と
ALT 値は著しく上昇し, IgG 抗体と IgM 抗体がとも
に検出される。稀に IgM 抗体が長期間持続し, 便中へ
のウイルス排泄を伴って長期間ウイルス血症状態が続
く例もみられる。発症前後の短期間ではあるが, 血液
と糞便からウイルス RNA を RT-PCR で検出するこ
とができる。注意すべきは, 発症前から便中にウイル
スが排泄されていることで, これはすなわちまだ無症
状の感染者が HEV を伝搬させる危険が存在すること
を意味する。黄疸以外の臨床症状は, 発熱, 嘔吐, 食
欲不振, 腹痛, 全身倦怠感などである。E 型肝炎の一
つの特徴は感染妊婦の致死率が高いことである。2004

年, スーダンの難民キャンプで発生した E 型肝炎の流
行では, 患者数は 2,621名, 発症率は 3.3％, 死亡率は
1.7％に及んだ。特に妊婦の感染者の致死率は 31.1％と
高かった。
　E 型肝炎の検査法
　 1 .  電子顕微鏡を利用するウイルス粒子の検出
　電子顕微鏡を利用したネガティブ染色法と免疫電子
顕微鏡法が急性期の患者糞便からウイルス粒子を検出
するために使用できる。しかし, 糞便へのウイルス排
泄量は少なく, またその期間も短いため, 検出感度は
満足できるものではない。免疫電子顕微鏡法を利用す
れば検査の感度をあげることも可能ではあるが, いず
れも高価な機器と高度な実験テクニックが要求される
ため, 一般的な臨床検査法として用いることは難し
い。現在, 臨床診断によく使われるのは RT-PCR と抗
体 ELISA である。
　 2 .  RT-PCRによる HEV 遺伝子検出
　各遺伝子型間でよく保存される領域の塩基配列に基
づいて共通のプライマーを設計し, これを用いた RT-

PCR による遺伝子増幅が可能になっている。使われ
るプライマー, 増幅領域は各研究グループ間で異なっ
ているが, よく使われる領域は ORF1 の N 末端付近の
約 500 塩基, および ORF2 の中間部分の約 500 塩基であ
る。通常, 血清と糞便が検査材料として使われる。サ
ンプルの採集時期によって, RNA の検出率は異なる
が, ヒトでは発症前後の 2 週間で高い。個別のケース
では発症 1 カ月後にも検出したとする報告がある。増
幅される領域の塩基配列を系統解析することによって
遺伝子型の同定が可能であるので, ウイルスの感染源
を推測する上で手がかりにもなる。ただ, HEV の遺伝
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子は RNA であるため, 検出感度はサンプルの保存条
件などによっても左右される。また, 操作中の汚染に
も十分な注意を払うべきである。また最近, real-time 

RT-PCR による遺伝子定量法も報告されている。
　 3 .  ELISA による IgM, IgG および IgA 抗体検出
　RNA の検出と比べ, 抗体検出はサンプルの保存条
件等の影響が少ない。操作も簡単であり, 大量のサン
プルを同時に取り扱うこともできる。筆者らは組換え
バキュロウイルス発現システムを用い, ネイティブな
ウイルス粒子に近い構造, 抗原性, および免疫原性を
もつ直径約 23～24nm のウイルス様中空粒子 （virus-

like particles, VLP） を作成することに成功している。
この VLP を用いた抗体 ELISA は E 型肝炎急性期の患
者血清中, ならびに感染サルの血清中に誘導される
HEV 特異的 IgM, IgA および IgG 抗体を容易に, 迅
速, かつ高感度に検出することができ, E 型肝炎の臨
床診断や感染状況の調査などに非常に有用である。ま
た, 二次抗体を替えることによって多種の動物の IgG, 

IgA および IgM 抗体の検出に対応することも可能で
ある。また, 上述の VLP に対するポリクローナル抗体
あるいはモノクローナル抗体を用いて, HEV 抗原検
出を目的とする ELISA 法も樹立されている。検出感
度は RT-PCR には及ばないが, 操作が簡単なので大
量検体を検査する場合, 利用価値は高い。なお, 最近
国内では抗 HEV IgA を検出する検査キット （イムニ
ス® IgA anti-HEV EIA, 株式会社特殊免疫研究所） が
市販されており, 臨床現場での原因特定に有用であ
る。ただし, IgA 抗体だけでは急性 E 型肝炎と診断で
きないので, 遺伝子検査による確認が必要である。
　 4 .  ウエスタンブロットによる IgM および IgG 抗体
検出
　MIKROGEN 社より recomBlot HEV IgG/IgM が
市販されており, 4 種類の HEV 特異抗原が塗布され
たストリップを血清と反応させ, バンドの出現を確認
することで簡便にヒト IgM および IgG 抗体を測定す
ることができる。
　上記の遺伝子検出法および ELISA による抗体検出
法の詳細は, 病原体検出マニュアルに記載されている
のでご参照いただきたい。また, VLP は原則的に分与
可能である。ただし, 前提条件として, 国立感染症研
究所で 2 日間ほどの研修を受けて頂き, 検査のノウハ
ウを把握した上で使ってもらっている。
　日本人の抗体保有率は低く, E 型肝炎が流行してい
る地域で感染する危険性は高い。E 型肝炎はこれまで
アジア, アフリカなどの衛生環境が整っていない地域
の疾患と考えられており, 先進国では輸入感染症とみ
なされてきた。しかし近年, 米国, ヨーロッパ, さら
に日本において海外旅行歴のない E 型肝炎症例が報
告され, それぞれの国や地域に土着した固有株が存在
することが判明してきた。また, HEV はブタ, イノシ

シなどの動物にも感染することが明らかになり, これ
らの肉や内臓を生, あるいは加熱不十分なままで摂食
することによって感染することも明らかになってきた。
HEV の注目度が増すとともに, 今後多くの HEV 株が
検出, 解析されることが予想される。HEV の検査法
も研究の進展に伴い改良されているが, より正確, か
つ迅速な検査法にしていくことが肝要である。

国立感染症研究所ウイルス第二部
石井孝司　李　天成　　　　　

＜特集関連情報＞
　人獣共通感染症としての E 型肝炎

　E 型肝炎は東アジアから東南アジア, 南アジア, 中
東, アフリカ, 北アメリカで広く報告されており, こ
れらの地域の散発性肝炎の主要な原因の 1 つであると
考えられている。E 型肝炎は主に糞口経路によって伝
播するが, 中でも飲料水の汚染が原因である場合が多
い。E 型肝炎ウイルス （HEV） の血清型は 1 種類である
が, 遺伝子配列は多様性が高く, 現在までヒトに感染
する HEV は 4 種類の遺伝子型 （G1～G4） が存在する。
その分布には地域特異性があり, G1 はアジア, アフ
リカに広く分布し, G2 はメキシコおよびナイジェリア, 

チャドなど一部のアフリカに分布している。G3 はア
フリカ以外の世界に広く分布し, G4 は東, 東南, 南ア
ジアに比較的限局している。日本では G3, G4 が多い。
G1 は海外からの輸入感染が報告されている。また, 北
海道で発生数が多い傾向がある。
　1997 年, Meng らによって初めてブタから S1 株が
分離され, この研究がきっかけとなってブタをはじめ
種々の動物について HEV の感染状況の調査が行われ
た。これまでの報告によると, 日本をはじめとして数
多くの国々のブタから抗 HEV 抗体と HEV 遺伝子が
検出されている。ブタの抗体保有率は各国間で差があ
り, 20～96％であった。日本でのブタの抗 HEV 抗体
保有率は月齢とともに上昇し, 出荷ブタの抗体保有率
は 90％以上であるが, HEV 遺伝子は 2 , 3 カ月齢のブ
タからの検出率が高く, 6 カ月齢のブタからは低い。
北海道で市販されているブタレバーからの HEV 遺伝
子検出率が 1.9％であることもこの結果と一致してい
る。動物衛生研究所の調査では, ブタ糞便中の HEV 遺
伝子は 2 ～ 3 カ月齢のブタから高率に検出され, 特に, 

3 カ月齢では検査した半数以上のブタが陽性を示した。
また, 検出率は低いが, 出荷時である 6 カ月齢の糞便
からも陽性例が確認された。抗体検査では調査した 31

農場中 30 農場で HEV の侵淫が確認され, HEV 陽性農
場には SPF 農場も含まれていた。一方, 抗体陰性であっ
た農場は SPF ブタ供給のための SPF 原々種ブタ農場
と, 極めて特別なブタ群であった。また, 1980～1990

年代に採取されたブタ血清も高率に抗体陽性を示し
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た。これらのことから, ブタの HEV 感染は近年広まっ
たのではなく, 日本のブタ集団にはすでに広く侵淫し
ており, SPF ブタも例外ではないこと, HEV の感染は
1 ～ 3 カ月齢の子ブタに集中して起こっていることが
明らかとなった。一般的なブタの飼養管理方法として, 

出生子ブタは 1 カ月齢までに離乳し, 離乳子ブタは育
成豚舎に移動して数十頭規模で群飼される。この群飼
段階で HEV は水平感染していると考えられる。
　野生イノシシの抗体保有率はブタより低いが, 保有
率が 50％に達する地域もある。動物衛生研究所の調査
でも, 東日本 3 県から採取された血清 581 例中 196 例 

（34％） が抗体陽性であった。以上のように, 日本のイ
ノシシでは HEV は広く侵淫していることが明らかに
されている。また, これら捕獲されたイノシシからの
HEV 遺伝子の検出率は出荷時期のブタに比べて非常
に高いことが注目される。ブタにおいては 1 ～ 3 カ月
齢に集中して HEV の水平感染が起こっており, この
ような感染時期の集中化は群飼養という管理方法に起
因すると考えられる。一方, イノシシ社会は単独個体
から母子グループまで様々なパターンがあるとされる
が, 当然ながら養豚のような大きな集団としての生活
様相ではない。このため, HEV の感染時期はブタに比
べて多様であることが想定される。また, ブタの出荷
月齢はほぼ一定であるのに対し, 捕獲されるイノシシ
の年齢は様々である。これらのことがイノシシにおけ
る HEV 遺伝子の検出率が高い要因となっていると考
えられる。HEV 遺伝子はブタ, イノシシ以外ではシ
カ, マングース等からも検出されている。
　G3 と G4 のヒト由来 HEV をブタに静脈注射すると, 

臨床的には無症状に経過し, ALT などの肝機能マー
カーの上昇も観察されないが, 肝組織は明らかな肝炎
を呈し, ウイルス遺伝子は肝臓, 胆汁, 糞便や血清な
どから感染後約 1 週より数週間検出される。HEV 遺
伝子の定量成績から, HEV は肝臓以外に腸管でも増
殖すると考えられる。しかしながら, 現在ブタから検
出される株はすべて G3 か G4 であり, G1 あるいは G2

がブタから検出されたという報告はない。このデータ
は, 遺伝子型によって HEV の宿主に対する感受性が
異なる可能性を示すものである。2004 年に北海道の焼
肉店での会食後に発生した集団感染事例は食物 （ブタ
肉） を介した感染様式が存在することが明らかになっ
た例で, この感染事例では劇症肝炎による死亡者がで
ている （IASR 26: 266-267, 2005）。また, フランスで
はブタのレバーソーセージが好まれているが, この
ソーセージの生食により E 型肝炎を発症した例が複
数報告されており, これらの例ではソーセージからも
HEV が検出されている。一方, イノシシに関しては, 

鳥取でイノシシの生レバーの摂食が原因とみられる急
性 E 型肝炎の発症例と死亡例があり, 長崎ではイノシ
シ肉の摂食に伴う集団感染例が報告されている。また, 

福岡での感染例では, 冷凍保存されていたイノシシ肉
と患者血清中からほぼ遺伝学的に同一の HEV 遺伝子
が増幅され, 因果関係が証明されている （IASR 26: 

265-266, 2005）。これらは HEV が野生動物からヒト
に伝播したことを直接証明する重要な症例で, E 型肝
炎が人獣共通感染症であることが明らかになった。
　日本人の抗体保有率は低く, E 型肝炎が流行してい
る地域で感染する危険性は高い。E 型肝炎はこれまで
アジア, アフリカなどの衛生環境が整っていない地域
の疾患と考えられており, 先進国では輸入感染症とみ
なされてきた。しかし近年, 米国, ヨーロッパ, さらに
日本において海外旅行歴のない E 型肝炎症例が報告
され, それぞれの国や地域に土着した固有株が存在す
ることが明らかになってきた。また, HEV はブタ, イ
ノシシなどの動物にも感染することが明らかになり, 

これらの肉や内臓を生, あるいは加熱不十分なままで
摂食することによって感染することも明らかになって
きた。わが国の食習慣から生肉を介して感染する危険
性も高いと考えられる。E 型肝炎が流行している地域
では, 清潔の保証がない飲料水, 非調理あるいは加熱
不十分な肉類, 貝類を摂らないことなどが HEV 感染
を防止する上で重要である。また, 日本においてもシ
カ, イノシシなどの野生動物の肉やブタレバーなどは
生での摂取を避け, 中までよく火が通るように加熱す
ることが感染を防ぐ上で重要である。一方, HEV は
SPF ブタを含めたブタ集団に高率に侵淫しているが, 

養豚従事者に肝炎発症者が多いという事実は現在まで
確認されていないことから, 感染動物との接触による
HEV 感染の可能性は低いものと推定される。ブタに
おける HEV の主な感染時期は育成期であり, 多数の
ブタは出荷時には既に感染耐過して HEV は体内から
消失している。しかし, 現状の感染時期はブタの飼育
方法や飼育環境が大きく影響していると考えられ, こ
れらが変化すると感染時期が変わる可能性は残されて
いる。感染時期が肥育後期に移動した場合, 出荷時で
の HEV 保有率は現状よりはるかに高くなる可能性も考
えられ, 各養豚場での感染状況を定期的にモニターす
ることが今後重要になってくると思われる。
　　　　　　国立感染症研究所ウイルス第二部
　　　　　　　石井孝司　李　天成
　　　　　　（独）農業・食品産業技術総合研究機構・
　　　　　　　動物衛生研究所　恒光　裕

＜特集関連情報＞
　E 型肝炎  :  北海道・札幌地区での観察

　 1 .  はじめに
　E 型急性肝炎は, 日本国内でウイルス （HEV） に感
染し発症する疾患という理解が広く定着している。し
かし, 2000年頃迄はアジア・アフリカなどの流行国か
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ら帰国した者に発症する輸入感染症として捉えられて
いた。
　HEV 感染に関する我々の知見の深化には, 国立感
染症研究所による 「感染症発生動向調査」 等の編纂と
公開に拠るところが少なくない。ここに謝意を記し, 

北海道で観察する HEV 感染の知見について簡単に記
すこととしたい。
　 2 .  E 型肝炎は増えている？
　E 型肝炎は, 日本を含む非流行地域においては, 概
ね人獣共通感染を背景に発症する孤発性急性肝炎であ
り, HEV RNA の遺伝子型は G3 または G4 である。感
染経路の共通性から A 型肝炎ウイルス （HAV） ととも
に 「経口感染する肝炎ウイルス」 として扱われる。し
かし, HEV 感染が日本の日常臨床においてどれほど
の意義を持つのかは不明な時期が続いた。
　図 1 に, 感染症発生動向調査のデータをもとに, 最
近 10 年間の E 型肝炎届出数の推移をまとめた。2013 年
は, 12 月初旬まで （第 48 週） の届出症例数の累計によ
るが, 2012 年と2013 年の両年では, E 型の症例数が増
加し, A 型に匹敵した。
　北海道は以前から日本国内においては HEV 感染例
の報告が多い地域とされ, 「国内最大の高侵淫地域」 と
みなされている。しかしながら, 同じデータから地方
別の届出数をまとめてみると興味深い事実が判明する。
2012年, 2013 年では, 関東甲信越からそれぞれ 36, 64

例が届けられているが, 2012 年は北海道の 39 例にほぼ
匹敵し, 2013 年は症例数が減少した北海道 （22 例） 

の 3 倍近い症例数であった （図 2 ）。関東 （ 1 都 6 県） 
に限っても 2013 年第 48 週時の累計症例数は 54 例に達
した。
　これらの集計事実から, 最近 2 年間の E 型肝炎症例
数増加には, 関東甲信越での増加が寄与していると推
測される。2012 年以降の症例数増加の理由の一つには, 

2011年末から HEV 感染検査が保険収載され, 日常臨
床で HAV 等と同様に検査が可能になった事情が関係
すると思われる。
　 3 .  札幌圏における小流行
　E 型肝炎症例数は非流行年の A 型肝炎に肩を並べ, 

関東, 北海道で多く発症していることが示されたが, 

これらはおよそ孤発例である。
　しかし, 札幌圏では 2009 年秋および 2011～2012 年の
冬に同時多発的に孤発例が発生した1, 2）。これら HEV

感染 11 例の連続的発生は, 患者初期血清から分離同定
された HEV RNA genotype 4 に属する HEV 株に起
因することがつき止められた （図 3 ）。2009 年秋に発
症した 11 例から分離された 11 株は, ORF1 326nt に対
する遺伝子系統解析により, 札幌地区における既報例
由来の Sapporo strain や北見・網走地区の症例から
分離された Kitami/Abashiri strain に比較的近接す
るも, それらとは区別される単独の compact な cluster

を形成したため, “New Sapporo strain” と命名され
た。日本を含む非流行国において, HEV 感染孤発例が
連続発生し, 分子疫学的手法により単一 HEV 株の感
染による小流行を呈したことが証明されたのは初めて
であった。
　2009 年秋に続き 2011～2012 年冬にも同一株の小流
行による患者発生が確認された。各症例に共通する感
染源は不明であり, 感染源の確認とその予防的措置が
なされなければ 3 度目の小流行も不可避と推測され
る。本事例の解析によって, 遺伝子系統解析による疫
学的検討の有用性が示されたということができる。

図1. 4類感染症として届出されたE型肝炎症例数の年次推移

図2. 北海道および関東甲信越からのE型肝炎届出数の推移

NewNew 
Sapporo
strain

ORF1 326nt (methyl transferase region)Genotype 4

図3. 2009年秋に観察された札幌圏E型肝炎ウイルス
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　 4 .  終わりに
　北海道における HEV 感染を全国的な推移との関連
で検討し, 札幌圏で発生した HEV 感染小流行につい
て言及した。今後は全国的範囲において HEV 感染例
の集積が行われ, 発症メカニズム, 重症化因子, 重症
例に対する至適治療法と感染源に対する検討が進捗す
ることを期待する。
　参考文献
1） 姜　貞憲, 他, 肝臓 51: 51-53, 2010

2） 小関　至, 他, 肝臓 53: 78-89, 2012

　　　　　　　　　手稲渓仁会病院消化器病センター
　　　　　　　　　　姜　貞憲 （かん じょんほん）

＜特集関連情報＞
　北海道内献血者における HEV 感染の状況

　北海道においては, ALT 値が 500 IU/l を超える献
血者から高い頻度で HEV RNA が検出され, 2001 年に
は国内初となる輸血後 E 型肝炎が確認された1）。また, 

2004 年には道内の飲食店でブタレバーやホルモンを
食した家族 13 名のうち 7 名が HEVに感染し, 1 人が
劇症肝炎で死亡するという事例が発生した （IASR 26: 

266-267, 2005）。その後家族の 1 人が献血し, その血液
を輸血された患者が急性肝炎を発症するという 2 例目
の輸血後 E 型肝炎が確認された2）。この他にも, 道内で
は原因不明肝炎患者の多くから HEV RNA が検出され, 

北海道は E 型肝炎の侵淫地区と考えられている3）。こ
れらの状況を踏まえ, 日本赤十字社では献血者の HEV

感染実態調査として, 2005 年から試行的に 20 本プール
検体を用いたリアルタイム RT-PCR 法による HEV 

RNA スクリーニング調査 （HEV NAT） を北海道で開
始した。本稿では北海道内献血者の HEV 感染状況の
概要を紹介する。
　2005 年 1 月～2006 年 2 月まではすべての献血者を
対象に, それ以降は血清学的スクリーニングで陰性か
つ ALT が 60 IU/l 以下の献血者のみを対象に HEV 

NAT を実施した。調査対象となった献血者は 2013 年
10 月までに延べ約 240 万人となった。陽性検体につい

ては, HEV 特異抗体検査, RNA 定量, 分子系統解析を
行い, また陽性者には献血前の喫食歴調査を実施した。
　陽性者は道央, 道北地区の都市部を中心として全道
各地からみつかっているが, 道東地区は比較的少な
い。9 年間の平均陽性率は 0.011％ （1/8,737） で, 年間
陽性率については, 2006～2008 年にかけて月に 8 名以
上の散発的な小規模集団発生が起こったため若干上昇
したものの, その後大きな変動は見られていない （図
1 ）。また, 月別陽性率にも大きな変動はなく, 顕著な
季節性は認められず, 1 年を通して感染者が確認され
ている （図 2 ）。また, 2005 年には陽性率に男女間の違
いは見られなかったが, その後男性優位の傾向が続
き, 男性は女性の約 1.3～5.6 倍高い （図 1 ）。陽性者の
多くは中高年だが, 献血者数もこの年代に多く, 年代
別陽性率には有意差は認められていない。
　HEV は少なくとも 4 つの遺伝子型に大きく分類さ
れるが, このうち国内でヒトから検出される HEV 遺
伝子型は, 輸入感染例を除いて 3 型と 4 型である。北
海道内の急性 E 型肝炎患者の約半数は 4 型株である。
一方, HEV NAT 陽性献血者においては 4 型が占める
割合は全体のわずか約 7 ％に過ぎず, 大多数は 3 型で
ある。この比率の差は遺伝子型による病態の違いを反
映していると考えられる。すなわち従来から指摘され
ているように, 3 型株より 4 型株のほうが顕性化・重
症化しやすいためと考えられる3）。遺伝子型について
さらに詳細に解析すると, 3 型, 4 型ともに複数のサ
ブタイプに分類される。この中には北海道土着株と考
えられるクラスターも存在し, これらが優占種となっ
ている。また, 各サブタイプの出現頻度は地域で異
なっているため, 感染源・感染経路は地域に密着した
ものと推測される。さらに, 献血者から得られた HEV

株の一部は, そのゲノム配列が北海道産あるいは国内
産のブタ由来株と非常に高い類似性を示し, 加えて, 

陽性者の約 7 割は献血前にブタレバーやホルモンなど
の動物内臓肉の摂取歴があることから, zoonotic food-

borne 感染が主要な感染経路であると示唆される。し
かしながら, 明らかに摂取歴のない感染者も存在する
ため, 未知の感染源・感染経路が存在する可能性も依

,0
00

  p
er

  1
0,

e 
do

no
rs

f p
os

i�
ve

No
. o

f

Jan. 2005 – Nov. 2013,
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然として残っている。
　陽性者の約 8 割は, 献血時には IgM 型, IgG 型のい
ずれの抗 HEV 特異抗体も検出されないため, HEV に
感染して間もない時期に献血したと考えられる。また, 

陽性献血者を詳細にフォローすると, HEV RNA は約
2 週間～最長 2 カ月間にわたって検出された。HEV 感
染は免疫抑制状態にある患者を除いては慢性化するこ
とはないが, HEV は比較的長期にわたって感染者の
血中に存在すると考えられる。さらに, 約  4 割の HEV

感染者は, 経過観察中に ALT が 100 IU/l を超えて軽
度から重度の肝炎を発症することが確認された。逆に
約 6 割は不顕性感染で経過した。
　北海道内献血者においては約 9 年間にわたって
HEV 感染が広く定着している実態が明らかとなった。
HEV の主要な感染経路は経口感染と考えられるが, 

感染に気付かないまま献血する者も存在し, 稀ではあ
るが, 輸血によって HEV が伝播する可能性もある。
輸血後に原因不明の肝炎を発症した場合は HEV 感染
も考慮する必要がある。
　参考文献
1） Matsubayashi K, et al., Transfusion 44: 934-940, 

2004

2） Matsubayashi K, et al., Transfusion 48: 1368-

1375, 2008

3） 阿部敏紀, 他, 肝臓 47： 384-391, 2006

　　　日本赤十字社
　　　北海道ブロック血液センター品質部　松林圭二

＜特集関連情報＞
　都内一般病院で経験した急性肝炎症例および市販食
品からの多様な HEV RNA の検出

　はじめに
　E 型肝炎は E 型肝炎ウイルス （HEV） の感染によっ
て生じる急性肝炎であり, 多くは自然軽快するが, 時
に劇症化するため注意を要する。これまでも当院では, 

散発的に急性 E 型肝炎症例を経験してきたが, 2009 年
4 月からの 20 カ月には 7 例を数えた。当院は東京都 23

区の南部に位置する中規模一般病院であり, 同様の発
生が他院にも生じていれば, 都内発生数として決して
無視できぬ数になると考えられ, これら症例の背景な
どを分析するとともに, 一般家庭の食卓に供せられる
食品からの HEV 感染を想定して, 市販のブタレバー
および大腸における HEV RNA の検出を試みた。
　急性 E 型肝炎症例の検討
　2009 年 4 月からの 20 カ月において当院に入院した
急性肝障害 29 例のうち, 7 例が急性 E 型肝炎と診断さ
れた。診断は, 急性期血清からの HEV RNA の検出に
基づいた。急性肝障害の原因として, 他に A 型肝炎ウ
イルス, B 型肝炎ウイルス, EB ウイルス, サイトメガ

ロウイルス, アルコール, 薬物, 原因不明が存在した
が, HEV は最も高頻度であった。全例男性, 年齢は 41

～70 歳, 中央値 43 歳であった。いずれも近隣に居住な
いし勤務している者であり, 当院を選択した理由に特
定のものはなかった。5 例では全身倦怠感, 発熱など
の症状が受診動機であったが, 他の 2 例は脂質異常症
治療薬投与開始後の経過観察および健診での肝障害指
摘による受診であった。感染経路を推定可能であった
症例は 2 例で, いずれも発症 3 週前にイノシシ鍋もし
くは動物種不明のレバーを食していた。ALT のピー
ク値は 327～4,501 IU, プロトロンビン活性の最低値は
68～110％であり, 重症化例は無く, 全例自然軽快し
た。検出された HEV はすべて genotype 3 であり, 系
統樹解析の結果, 近縁株は存在しなかった。
　市販食品での検討
　当院の位置する品川区および隣接する港区内のスー
パーマーケットおよび精肉店あわせて 22 店舗から計
260 個の非加熱国産ブタレバーおよび, 22 店舗中 1 店
舗のみから 53 個の非加熱国産ブタ大腸を購入し, HEV 

RNA の検出を試みた。その結果 （表 1 ）, ブタレバー
260 個のうち 7 個 （2.7％）, ブタ大腸 53 個のうち 1 個 

（1.9％）から HEV RNA が検出された。これら 8 株の
HEV 株はすべて genotype 3 であったが, 相互ホモロ
ジーは90％程度に留まり, 出自は多岐にわたると考え
られた。上記, 臨床例と合わせた系統樹解析結果を次
ページ図 1 に示す。
　考　察
　東京都内のいわゆる急性期一般病院において, 20 カ
月に 7 例もの散発性急性 E 型肝炎症例を経験した。こ
れは入院を要した急性肝障害症例の 24％を占め, 各種
原因中, HEV は最も高頻度であった。これらの背景, 

居住地等に共通性は認められず, ウイルスの系統樹解
析結果も出自多様なウイルスの感染を意味した。また
同時に提示した, 市販食品からの HEV RNA の検出
状況, その検出ウイルスの多様性からも, すでに様々

表1. 店舗別HEV RNA検出状況
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な HEV が都内に流入していることが明らかとなっ
た。当院で経験した E 型肝炎症例が, 当院を選択した
理由に特別なものは無かったことから, 都内いずこの
病院においても, 同様の症例集積は生じうる。身体所
見や臨床経過上, 急性 E 型肝炎に特徴的なものは存在
せず, 唯一 E 型を示唆する情報である感染源動物肉の
喫食歴は, 一部の症例にしか明らかでないこと, 今回
E 型と診断された症例には, 薬物性肝障害, アルコー
ル性肝障害, 伝染性単核球症などと診断しても矛盾は
無い症例が含まれることなどを考慮すると, 急性肝障
害全例を対象として, HEV 感染を念頭においた検査
実施が必要である。当院では研究部において, 急性肝
障害全例に保険適用外の HEV RNA の検出を実施し
ており, これが症例の発掘に益していることは否めな
いが, 現在, IgA-HEV 抗体が保険適用となっており, 

実臨床において測定可能である。本疾患の感染経路の
特定, 予防法の確立のためにも, 症例の蓄積は重要な
課題であり, より多くの医療機関において, E 型を想
定した急性肝障害の原因検索が実施されることが望ま
れる。
　　東芝病院消化器内科・研究部　新井雅裕
　　東芝病院消化器内科　手島一陽　金原　猛
　　東芝病院研究部　高橋和明　安倍夏生　三代俊治

＜特集関連情報＞
　イノシシ, シカおよびブタの E 型肝炎ウイルス感染
状況調査－熊本県

　E 型肝炎は, 主に E 型肝炎ウイルス （HEV） に汚染
された食肉や水などの飲食により感染する経口感染症
で, 近年, イノシシ, シカおよびブタなどの肉や肝臓
の生食あるいは加熱不十分な状態での喫食による国内
感染事例が複数報告されており, 動物由来感染症とし
て注目されている。そこで, HEV による健康被害の
発生防止に資するため, イノシシ, シカおよびブタの
HEV 感染状況調査を行った。
　2006～2013 （平成 18～25） 年の間に, 熊本県内でと
畜されたイノシシ 253 頭 （肝臓 233 件, 血液 145 件, 筋
肉 210 件）, シカ 63 頭 （肝臓 55 件, 血液 26 件, 筋肉 43件） 
およびブタ 1,634 頭 （と畜検査合格肝臓 80 件, 廃棄肝臓
183 件および血清 1,371 件） を検査材料とした。 国立感
染症研究所編の E 型肝炎検出マニュアルに準じた RT-

PCR 法で HEV 遺伝子を検出し, ダイレクトシークエ
ンス後, MEGA5.2 を用いて系統樹解析を行った。また, 

ブタ血清の一部, 26 養豚場由来 966 件 （養豚場ごとの件
数は不同） については, HEV ウイルス様中空粒子 （G1-

sHEV-LPs） を抗原とした ELISA 法により, 抗 HEV-

IgG 抗体を測定した。

HEV ORF2
412nt

UTN-Tok10#

412nt

Method:UPGMA

NW-Tok09#

JSWINE043-Tok09#
SS-Tok09#

臨床症例
市販食品

JSWINE013-Tok09#

JKN-Tok10#

JSWINE090-Tok09#

Genotype 3 JSWINE047C-Tok09#

JTS-Tok09#

JSWINE037-Tok09#
NH-Tok10#

0.02

図1. 臨床症例および市販食品から検出されたHEVの系統樹解析

JMS-Tok10#

表1. イノシシ、シカおよびブタのHEV遺伝子検査結果（検体別）
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　その結果, イノシシ 253 頭中 17 頭 （6.7％） から HEV

遺伝子が検出された。検体別の内訳は, 肝臓 233 件中 16

件 （6.9％） および血液 145 件中 4 件 （2.8％）, 筋肉 210

件中 2 件 （1.0％） であった （前ページ表 1 ）。検出され
た HEV の遺伝子型は 3 型 （G3） および 4 型 （G4） で,

イノシシの捕獲地域ごとに異なるクラスターを形成す
る傾向がみられた （図）。一方, シカ 63 頭からは全く
検出されなかった （前ページ表 1 ）。ブタは, 1,634 頭
中 15 頭 （0.9％） から HEV 遺伝子が検出された。内訳
は, と畜検査合格肝臓 80 件中 2 件 （2.5％）, 廃棄肝臓
183 件中 11 件 （6.0％） および血清 1,371 件中 2 件 （0.1％） 
で （前ページ表 1 ）, 調査した 60 カ所以上の養豚場のう
ち 5 カ所から HEV 遺伝子が検出された。なお, HEV

遺伝子陽性の廃棄肝臓 11 件中 8 件は同一養豚場由来
であった。ブタから検出された HEV の遺伝子型は G3

のみであったが, 養豚場ごとに異なったクラスター
を形成した （図）。また, ブタ血清の抗 HEV-IgG 抗
体保有率は 71.9％であり, 養豚場間で 0 ～100％と大き
な開きがみられた。飼育対象別にみると, specif ic 

pathogen free （SPF） ブタを飼育している 5 養豚場の
平均抗体保有率は 11.9％と低かった。しかし, 通常ブ
タの養豚場の平均抗体保有率は 79.0％で, SPF ブタの

養豚場より明らかに高かった （表 2 ）。
　本調査により, イノシシおよびブタの HEV 感染が
確認され, 少数ではあるが, と畜検査に合格したブタ
の肝臓からも検出された。2012 （平成 24） 年 7 月 1 日
から生食用牛肝臓の販売が禁止されたことで, 牛肝臓
の代わりにブタ肝臓を生食用として提供している飲食
店があるとの報道もあり, 厚生労働省から豚レバーの
提供に関する注意喚起 （平成 24 年 10 月 4 日付け食安監
発 1004 第 1 号） も行われている。しかし, まだまだ消
費者に十分周知されているとは言い難い状況であり, 

イノシシやブタの生食の危険性を繰り返し周知徹底す
る必要がある。
　　　　　　熊本県保健環境科学研究所
　　　　　　　原田誠也　大迫英夫　吉岡健太
　　　　　　熊本県健康福祉部薬務衛生課　西村浩一
　　　　　　NPO 法人中部猟踊会西日本　清田政憲
　　　　　　国立感染症研究所ウイルス第二部
　　　　　　　李　天成　石井孝司
　　　　　　堺市衛生研究所　田中智之
　　　　　　国立医薬品食品衛生研究所
　　　　　　　食品衛生管理部　野田　衛

＜特集関連情報＞
　動物由来 E 型肝炎ウイルス ; E 型肝炎ウイルスの多様性

　はじめに
　E 型肝炎ウイルス （hepatitis E virus, HEV） はエ
ンベロープを持たないプラス 1 本鎖の RNA ウイルス
であり, ヘペウイルス科 （Hepeviridae）, ヘペウイル
ス属 （Hepevirus） に分類される。ヒトから検出された
遺伝子型が異なる 4 つの HEV （G1～G4 HEV） は E 型
肝炎の原因ウイルスである。G3 および G4 HEV はブ
タやイノシシなどの動物にも感染するので E 型肝炎は
人獣共通感染症でもある。最近, ヒト以外の多種動物
から遺伝子構造上ではヒト由来 HEVと非常に類似す
る HEV あるいは HEV-like virus が続々検出されてい
る。これらのウイルスでは培養系が樹立されておら
ず, 抗原性, 血清型, 宿主, ヒトへの感染性および病
原性が不明である。本文では現在報告されている動物
HEV の研究状況について概説する。
　人獣共通感染症と関連する動物および HEV の遺伝
子型
　 1 .  ブタとイノシシ
　1997 年, 米国で初めてブタから HEV （S1 株） が検出さ
れた。この株の塩基配列は, 米国でその直後に全く海
外渡航歴のない急性 E 型肝炎患者から検出された US1, 

US2 株と非常に類似していた。これらの株に対するブ
タの抗体保有率は非常に高く, 出荷ブタにおける抗体
保有率は 100％に近い。HEV 遺伝子は 2 ～ 3 カ月齢の
ブタから高率に検出される。フランスではフィガデー

表2. ブタ血清の抗HEV-IgG抗体保有率

Bo/117L/kumamoto/2013
Bo/120L/kumamoto/2013
Bo/111L/kumamoto/2013 AS

Bo/108L/kumamoto/2013
Sw/042L/kumamoto/2010
Sw/1208S/kumamoto/2010
Sw/040L/kumamoto/2010

AB194528 swJHR1-1 Jpn Hiroshima
AB219129 mnOK1 Jpn Okinawa
AB222183 wbJTS1 Jpn Tokushima

AB222182 wbJSG1 Jpn Saga G3
Sw/001L/kumamoto/2012
Sw/164S/kumamoto/2012

AB434146 JRC-HE3 Jpn Fukuoka
B /41L/k t /2007o umamo o

AB434151 JRC-HE8 Jpn Hyogo
Sw/012L/kumamoto/2011

Sw/042L/kumamoto/2011
Sw/008L/kumamoto/2011
Sw/036L/kumamoto/2011
Sw/045L/kumamoto/2011
Sw/038L/kumamoto/2011
Sw/071L/kumamoto/2012

AB175484 HE-JHD1980 Jpn
AB246676 HEVN1 G3

AB189071 JDEER- Jpn Hyogo

UY

  
AB096756 swJC1990 Jpn

Bo/106B/kumamoto/2007
Bo/107L/kumamoto/2007
Bo/111L/kumamoto/2007
Bo/116L/kumamoto/2007
Bo/117B/kumamoto/2007

AB194496 swJIW4-1 Jpn Iwate
Sw/035/kumamoto/2011

AB222184 wbJYG1 Jpn Yamaguchi
AF455784 Osh Kyrgyzstan G3

L25595 K52-87
D11093 Ui h1 9

HK

 g 7
D11092

AY230202 Morocco
AY204877 T3 Chad G1

M74506 G2
DQ279091 swDQ China G4

AY723745 IND-SW-00-01 India
Bo/194L/kumamoto/2011
Hu/kumamoto/mifune/2013

AB550639 swIM12-8 China
AB193178 JYN-Nii02L Jpn Niigata
AB097811 swJ13-1 Jpn Hokkaido

UY

 -1  
AB220974 HE-JA2 Jpn Hokkaido

AB108537 CCC220 China Changchu
AB194897 HEV-Kumamoto Jpn

Bo/105L/kumamoto/2007
Bo/65L/kumamoto/2007
Bo/66L/kumamoto/2007
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図. イノシシおよびブタから検出されたHEVの系統樹
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ルの摂食による HEV の感染事例が報告されている。
フィガデールはフランスのコルシカで生産される伝統
的なブタレバーソーセージであり, ブタの生肝臓を短
時間薫製処理して作られるフランスの伝統的な肉加工
品である。マルセイユで市販されていたフィガデール
からの HEV 遺伝子検出率は 58％ （7/12） である。患者
から検出された HEV 遺伝子配列はフィガデールから
のそれと非常に類似すること, フィガデールを食べた
ヒトの E 型肝炎発生率が高いことから, フィガデール
が E 型肝炎の重要な感染源であると推測されている。
　イノシシ肉喫食が原因となった E 型肝炎症例では, 

患者血清と残存したイノシシ肉から同じ配列を持つ G3 

HEVの遺伝子が検出されており, HEV が野生動物か
らヒトに伝播したことが明らかになっている。G4 HEV

もヒト以外のブタやイノシシなどの動物にも感染し, 

G3 HEV と共に人獣共通感染症の原因ウイルスである。
　最近, 日本では岡山と静岡のイノシシからそれぞれ
新しい遺伝子型だと思われる HEV が検出された。両
方のウイルスの遺伝子構造は G4 HEV と類似するが, 

遺伝子の塩基の相同性は 80％以下である。遺伝子型は
まだ正式に国際ウイルス分類委員会 （ICTV） の承認
を得ていない。ヒトに感染するかどうかも不明である。
　 2 .  シカ
　シカ肉が原因と考えられる E 型肝炎がわが国で報
告され, シカも HEV のリザーバーと思われた。その
後, 日本で捕獲された約 1,000 頭のシカ血清を調べた
結果, IgG 抗体保有率は 2.6％で陽性検体の OD 値も低
いものであった。シカの糞便, 肝臓組織, 血清からも
HEV 遺伝子は検出されなかった。米国でも 155 頭のシ
カ血清を調べた結果, HEV IgG 抗体が検出されなかっ
たと報告されており, シカは HEV のリザーバーとし
ての可能性が非常に低いと考えられる。
　 3 .  マングース
　沖縄に棲息しているマングースから G3 HEV 遺伝
子が検出され, マングースにおける抗体保有率は 8.3

～21％である。他の HEV がマングースに感染するか, 

また G3 HEV がマングースに対して病原性を有する
か否かは不明である。
　 4 .  サル
　昨年, 霊長類のニホンザルから初めて G3 HEV が検
出された。疫学調査によりこの野外飼育されたサル集
団で HEV の流行があったことを判明した。ただし, 検
出された G3 HEV はサル社会で伝播していたウイル
スであるのか, それとも人やイノシシなどから伝播し
たウイルスであるのかは不明である。
　最近発見が相次ぐ動物由来 HEV

　 1 .  トリHEV

　トリ HEV は鳥類の HEV として, 2001 年に米国で肝
炎脾腫 （HS） 症候群を呈する鶏から初めて検出され
た。オーストラリアの Big liver and spleen disease virus 

（BLSV） もこれとおよそ 80％の塩基配列の相同性を
有するので, トリ HEV に分類されている。ニワトリに
おけるトリ HEV 感染率は年齢依存的であり, 生後 18

週間未満のニワトリの抗体保有率は 17％, 成鶏におけ
るそれは 36％である。
　感染実験でトリ HEV は, 種の壁を超えて七面鳥に
感染するが, アカゲザルとマウスへの感染は成立しな
かった。トリ HEV が人間あるいは他の哺乳動物に感
染するかどうかははっきりされていないが, その可能
性は低いと考えられている。
　 2 .  コウモリ HEV

　2012 年に 5 つの大陸から 85 種, 計 3,869 のコウモリ
の糞便および血清サンプルを用いて HEV RNA の検
出が試みられ, アフリカ, 中米およびヨーロッパのコ
ウモリからコウモリ HEV が発見された。現在このウ
イルスはヘペウイルス科 （Hepeviridae） に分類される
と考えられているが, ウイルスが由来した動物種に
よって少なくとも 3 つ （ヒト, 齧歯類, 鳥類） の属に分
けるべきだとの提言がある。一方, 90,000 以上のヒト
血液が調べられたが, ヒトへのコウモリ HEV の感染
証拠は見つかっていない。コウモリはいくつかの人獣
共通ウイルス感染症と関連しており, ヒト HEV はコウ
モリ HEV から進化したものかもしれない。
　 3 .  ラット HEV

　ラット HEV は野生ラットから検出された HEV-like 

virus である。野生ラットではヒト由来 HEV に対する
抗体保有率が高いことから, ラットは HEV の宿主で
はないかと疑われていたが, 感染実験によってラット
はヒト由来の HEV に感受性を持たないことが証明さ
れた。また, ラット HEV は霊長類のサルに感染しな
いことも明らかになっている。
　 4 .  フェレット HEV

　フェレット HEV は 2012 年にオランダのフェレット
から検出された新型 HEV である。2 株のウイルス全
長遺伝子配列が登録されている。オランダ株以外では, 

米国でペットや実験動物として飼育されているフェ
レットからこのウイルスが検出されている。遺伝子構
造は既知の HEV と類似する。構造蛋白を組換えバキュ
ロウイルスで発現することによってウイルス様粒子が
作られ, これを用いた抗体検出法が樹立された。フェ
レット HEV は G1, G3, G4 およびラットHEVと ELISA

では交 反応があるにもかかわらず, G3 HEV に対す
る中和活性を示さず G1～G4 HEV と血清型が異なる
可能性が示唆された。本ウイルスに感染したフェレッ
トでは ALT が上昇するケースがあり, 肝炎を引き起
こしている可能性がある。フェレット HEV に対する
他の動物の感受性はまだ明確になっていないが, 実験
動物の管理に当たってはフェレット HEV の感染を十
分考慮する必要がある。
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　 5 .  ミンク HEV

　ミンク HEV は 2013 年にデンマークのミンク糞便か
ら検出されたウイルスである。ヒト由来 HEV （G3 と
G4）, ラット HEV およびフェレット HEV とのポリメ
ラーゼ領域の塩基配列の相同性はそれぞれ65％, 69％, 

76％である。抗体の保有率は不明である。HEV が検
出されたミンクでは明らかな肝炎症状がみられず病原
性も不明である。
　 6 .  ヘラジカ HEV

　ヘラジカ HEV はスウェーデンのヘラジカ （Alces 

alces） から検出された新しい HEV である。Moose 

HEV の全長配列はまだ明らかではないが, C 末端の
5,100 塩基配列の解析によれば, 既知の HEV との塩基
配列の相同性は 37～63％であり, 既知の HEV と異な
る遺伝子型である。興味深いことにヘラジカ HEV とヒ
ト由来 HEV の遺伝子相同性は 60％以上であり, ラッ
ト HEV やフェレット HEV などとのそれより高い。
　 7 .  赤キツネ HEV

　赤キツネ HEV はオランダの赤キツネ （Vulpes vulpes） 
の糞便から検出された新種 HEV である。全長遺伝子
がまだ明らかにされていない。部分塩基配列の解析の
結果は既知の HEV の中ではラット HEV と一番近く,

構造蛋白の相同性は 83％である。ウイルスの病原性は
不明である。
　 8 .  ウサギ HEV

　ウサギ HEV は最初は中国のウサギ飼育場から, その
後, アメリカ, フランスなどからも検出されている。ウ
サギ飼育場における抗体保有率は中国の甘粛省では57 

％, ヴァージニアでは 36.5％である。フランスの野生ウサ
ギの抗体保有率は 23.0％であった。塩基配列は G3 HEV

とは一番近縁である。ヒトへの感染性は不明である。
　 9 .  その他
　ウシ, ヒツジ, ヤギ, ネコ, イヌ, マウスなどの動物か
ら HEV 抗体が検出されたとの報告はあるが, ウイル
ス遺伝子が検出されていない。
　次世代シーケンス解析の普及にしたがって, 未知の
ウイルスの発見の可能性が高くなり, 新型 HEV がさ
らに検出されると推測される。これに伴い, HEV 感
染の全貌の解明が期待できる。一方, 最近発見された
HEV では細胞培養系が樹立されておらず, また宿主
の範囲や病原性の情報が欠けている。今後, これらの
ウイルスの培養方法, 検査法の樹立, さらに病原性等
の研究も必要である。
　　　　国立感染症研究所ウイルス第二部　李　天成

＜特集関連情報＞
　韓国と台湾における E 型肝炎の疫学的状況－文献
レビュー

　WHO によると, 毎年, 世界全体では 2,000 万人の E

型肝炎の感染があり, 300 万人を超える急性患者の発
症, 5 万 7 千人の関連死亡があると推定されている1）。
分かっているところでは G1～G4 までの 4 つの主要な
遺伝子型 （genotype） があり, 血清学的には単一とさ
れる。通常, G1 は途上国にみられ, 地域レベルのアウ
トブレイクを起こすものの, 先進国でみられる G3 は
アウトブレイクを起こさない。世界的には急性感染や
死亡の大半が G1 あるいは G2 で占めているとされる。
最近では, タンザニアで 3 か月間で 690 例に達する急
性熱性疾患のアウトブレイクがあり, 46 検体中 15 検体
から E 型肝炎ウイルスが検出され, 遺伝子型の検索中
であることが報告されている2）。
　本稿においては, 近年の韓国および台湾におけ
る E 型肝炎の状況について文献的なまとめを行う。
　韓　国
　韓国では現在, E 型肝炎はサーベイランス対象疾患
となっていないため, 国としての発生動向に関する
データが存在しない。医療従事者はもっぱら輸入感染
症のような認識を持っている可能性があるという。し
かし, 2002～2011 年に把握された 18 例の E 型肝炎のヒ
ト感染症例のうち, 2 例のみがインドからの輸入例で
あることが分かっており3）, 他の 16 例は高侵淫国への
旅行歴はなかった。1 例は肝移植を要する症例であっ
た。このうち 2010 年と 2011 年の各 1 例からは G4 が検
出されており （他症例は未検査）, 2011 年の 54 歳男性
の症例については野生イノシシの生血を摂食したこと
が分かっている。韓国国内のブタに関する調査では
14.8％が抗 HEV 抗体陽性であったという情報や, 生ガ
キから 8.7％の割合で HEV RNA が検出されたことが
あったという情報がある3）。後者の遺伝子型は G3 で
あった。以上より, 韓国国内における E 型肝炎のヒト
感染は稀ではあるが, G3 および G4 が循環しており, 

人獣共通感染症として, あるいは食品媒介感染症とし
てのリスクがある3）。他の報告では, 2006 年 6 ～ 9 月に
かけて, 健康診断受診者 484 人より無作為に選んだ 147

人 （年齢中央値 45 歳） における血清疫学調査の中では 4）, 

23.1％ （Wantai アッセイ法） あるいは 14.3％ （Genelabs

アッセイ法） の陽性率が得られており, 年齢が高いと
陽性率も高かったとの報告もある4）。
　台　湾
　台湾における E 型肝炎は, B 型肝炎, C 型肝炎, D 型
肝炎などとともに第三類法定伝染病に指定されている
（A 型感染は第二類法定伝染病）。台湾 CDC のホーム
ページによると, 2005～2009 年にかけて年平均 12.8 人
（計 64 人）の孤発例の発生であり5）, 地域的な偏在は認
められていない。うち約 3 割 （21 人） は海外からの輸
入例であるとされる5）。G4 を中心とする遺伝子型が観
察されてきた。A 型などの他のウイルス性肝炎と異な
り, 地域流行を起こしておらず, もっぱら孤発例のみ
であった。その頻度は, 10 万人あたり 0.03～0.06 と推
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定されていた6）。660 人を対象とした調査では, 養豚業
者では 29.5％の血清抗体陽性率で, 一般住民と比較し
て 3.5 倍の状況があり, また, 年齢が高いと陽性率も高
かった6）。
　参考文献
1） WHO, Hepatitis E （Fact sheet N280, Updated 

July 2013）, Media Centre

http://www.who.int/mediacentre/factsheets/fs280/ 

en/index.html

2） WHO/Regional Off ice for Africa, Epidemic & 

Pandemic Alert and Response （EPR）, Hepatitis E in 

Tanzania, 5 Dec 2013

http://www.afro.who.int/en/clusters-a-programmes/ 

dpc/epidemic-a-pandemic-alert-and-response/outbreak- 

news/3954-hepatitis-e-in-tanzania.html

3） Jeong, S-H, Gut and Liver 5（4）: 427-431, 2011

4） Park HK, et al., BMC Infectious Diseases 12: 142, 

2012

5） 台湾衛生福利部疾病管制署ホームページ, 急性病
毒性 E 型肝炎
http://www.cdc.gov.tw/professional/ThemaNet.

aspx?treeid=beac9c103df952c4&nowtreeid=D6EB4

C91D2B18132&did=659

6） Lee J-T, et al., PLoS ONE 8 （6）: e67180, 2013

　　国立感染症研究所感染症疫学センター　砂川富正

＜特集関連情報＞
　E 型肝炎の慢性化, 肝外病変について

　これまで, E 型肝炎ウイルス （HEV） 感染による急
性肝炎は時に劇症化するが, 慢性肝炎は引き起こさな
いと考えられてきたため, 臓器移植の際に HEV につ
いて十分に考慮されることはなかった。ところがフラ
ンスの Kamar らは, 臓器移植を受けた患者 217 人中 14

人が HEV に感染し, さらに追跡した結果, そのうち 8

人で慢性化を認め, 免疫不全状態にある患者の HEV

感染が慢性肝炎を引き起こす危険性があることを初め
て報告した。Legrand-Abravanel らの調査では, 臓器
移植後 HEV 感染が確認された 38 例中 22 例が慢性化し
ている。オランダの Haagsma らの調査では, 臓器移
植患者 285 人中 3 人が HEV に感染し, そのうち 2 名が
慢性化, ドイツの Pischke らの調査では臓器移植患者
226 名中 3 名が HEV に感染し, 2 名が慢性化してい
る。以上のような研究結果から, 免疫抑制状態にある
人が HEV に感染した場合, 約 6 割は慢性化する可能
性が指摘された。また, これまでに報告された慢性化
した HEV の genotype はすべて 3 型であり, 現在まで
に他の genotype による慢性感染は報告されていない
ことも興味深い。
　臓器移植を受けた患者が HEV に感染した原因は, 通

常と同様に経口感染によるものが多いと考えられてい
る。臓器移植を受けた患者は野生獣肉や加熱調理が不
十分な肉 （特に豚肉） や魚介類を摂取することは控え
るべきである。一方, 移植臓器からの HEV 感染につ
いては, これまでに移植後にドナーが抗 HEV IgG 陽
性であることが判明した例は複数あるが, 移植臓器か
らの感染が確実に確認された例は現在まで 1 例のみで
ある。また, 移植時の輸血による HEV 感染の可能性
もあるが （本号 7 ページ参照）, 臓器移植の場合, 現在
まで輸血による感染が確認された例はほとんどない。
　臓器移植以外の免疫抑制患者では, リツキシマブ投
与により免疫療法を受けている非ホジキンリンパ腫患
者に HEV が感染した場合, やはり慢性化した例が知
られている。造血幹細胞移植を受けた患者では HEV

感染が認められた例は非常に少ない。
　HIV 感染による免疫不全患者の抗 HEV IgG 陽性率
は, ヨーロッパにおいては北フランスの 1.5％からイギ
リス南西部の 9.4％までさまざまであるが, 各報告で
の測定法の違いもあり, 単純に比較することはできな
い。HEV に感染していることを示す HEV RNA 陽性
率はいずれの調査でも低く, 0 ～1.3％である。PCR で
HEV RNA が検出された HIV 感染者は世界でも 18 例
のみであり, そのうち 11 例は急性で治癒し, 4 例のみ
が慢性化している。残り 3 名の転帰は不明である。
　これらの報告は, 臓器移植を受けた患者をはじめと
する免疫不全の状態にある人が HEV に感染すると慢
性化する危険性があることを示しているものである。
現在まで治療法としては, リバビリンの投与や, 臓器
移植患者などの場合は免疫抑制の程度を下げるなどが
行われているが, より適した治療法の確立が望まれ
る。
　HEV 感染者の一部は肝臓外の症状をおこすことが
報告されている。中でも神経症状が多く, イギリスお
よびフランスの 126 人の急性および慢性Ｅ型肝炎患者
（すべて genotype 3） での調査では, 7 例が神経合併
症, 3 例が炎症性多発性神経根傷害, 1 例がギラン・
バレー症候群 （GBS）, 1 例が両側上腕神経炎, 1 例が
脳炎, 1 例が近位筋障害を発症している。慢性 E 型肝
炎患者 4 例では, すべての患者の脳脊髄液から HEV

が検出されている。なお, これらの神経症状はウイル
スが排除されると完全に治癒した。
　GBS は末梢神経の急性後天性の自己免疫疾患であ
り, 感染症の後や, 稀にワクチン接種後に発症する。
症例の約 6 割は感染してから GBS になり, 原因となる
感染で最も頻度が高いのは Campylobacter jejuni だ
が, 他の病原体, 例えばヘルペスウイルス科 （サイト
メガロウイルス, 水痘帯状疱疹ウイルス, EB ウイル
ス） や, 細菌 （Haemophilus inf luenzae, Mycoplasma 

pneumoniae） も原因とされている。近年, HEV 感染
と関係する GBS  症例の報告が多くなってきている。
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　HEV 感染は無症状であることも多く, 神経症状が
肝炎症状を上回っている場合は肝炎を疑われない。
HEV が感染していても, 肝機能異常を示す神経系疾患
と診断されてしまう可能性もある。このような理由か
ら, HEV 感染症と関連した実際の GBS 発生率はまだ
明らかになっておらず, 今後の研究の進展が望まれる。
　　　　国立感染症研究所ウイルス第二部　石井孝司

＜速報＞
　三重県内における日本脳炎患者の発生

　2013 年 9 月, 三重県内で日本脳炎患者の発生をみた
ので, その概要について報告する。
　症例は三重県在住の 70 代女性で海外渡航歴はない。
日本脳炎ワクチン接種歴は不明。2013 年 9 月初旬頃よ
り38℃前後の発熱を認め, 食欲不振があった。発症後
7 日目に朝からより一層の高熱感を感じており, 夕方
に痙攣を伴い倒れていたため救急車にて伊勢赤十字病
院に搬送された。搬送時の症状は発熱 （42℃）, 意識障
害があり, 入院措置となった。入院時の血液所見は
WBC 12,600/μl であり, 分画では好中球 89.6％と高
値, リンパ球 5.9％と低値を示していた。CRP は 0.66 

mg/dl, CK は 2,994 IU/l, LDH は 380 IU/l といずれ
も高値であった。髄液検査においては細胞数 1,176/μl , 

糖量 86 mg/dl, 総蛋白量 146 mg/dl と, これら項目が
高値を示していた。MRI による検査では大脳・脳幹
に異常信号域の多発を認めた。以上の所見から日本脳
炎等を疑い三重県保健環境研究所に検体 （血液, 血清, 

髄液） が搬入された。
　三重県保健環境研究所において国立感染症研究所
（感染研） 病原体検出マニュアルに基づき RT-PCR 法
による日本脳炎ウイルス遺伝子の検出を実施したとこ
ろ, 髄液より Nested PCR で約 330bp の増幅産物が確
認された。また, 感染研より供与された IgM-Capture 

ELISA キットを用いた抗体検出により, 髄液中および
血清中から抗日本脳炎ウイルス IgM が検出された。
確認のため感染研において実施された同法でも髄液中
および血清中から抗日本脳炎ウイルス IgM が検出さ
れ, 日本脳炎と診断された。患者は 11 月時点でも依然
として意識障害等が継続した状態である。
　日本脳炎はコガタアカイエカ等を介したヒトとブタ
の人獣共通感染症である。1954 年以降, 不活化ワクチ
ンの普及により患者数は激減し, また, ヒトにおける
ウイルス感染後の発病率が 1,000 人に約 1 人程度と低
率であることから, 現在の日本国内では年間数例の患
者発生に留まっているものの, 発症すると致死率は約
30％と非常に高く, また, 生存例のほぼ半数に重篤な
後遺症が残るとされる。今回の症例については, 患者
居住地域近隣に養豚場は存在しておらず, ウイルス保
有蚊がこの地域に多く存在していたとは考えにくい。

また, 当該地域は日本紅斑熱の患者発生が認められて
いるため, 当該患者も日常からマダニ 傷等に十分注
意し, 肌の露出等が無いようにしていたとのことであ
るが, 8 月下旬に彼岸用のシキミ等採取に軽装で入山
しており, その時に蚊刺 をうけた可能性も考えられ
た。なお, 三重県で実施している日本脳炎流行予測調
査事業では 9 月に肉用豚の抗日本脳炎抗体が検出され
ており, ウイルス保有蚊が現在も三重県内に存在して
いることが示されている。日本国内においては近年の
日本脳炎患者数は年間数例と少ない傾向にあるもの
の, 発症した場合の致死率および後遺症の発生率等を
考えると, ワクチンによる疾病予防, 特に抗体保有率
の低下が著しい 50 代への追加接種も検討すべきと思
われる。ワクチン接種勧奨差し控えの影響を受けた小
児への対策については, 2010 （平成 22） 年度から順次
積極的勧奨が再開され, 抗体保有率が上昇してきてい
る。また, コガタアカイエカ等, 蚊に対する刺 を防
ぎ日本脳炎ウイルス曝露の機会を減らす対策も必要と
考えられる。
　　　三重県保健環境研究所
　　　　赤地重宏　楠原　一　矢野拓弥　小林隆司
　　　　西中隆道
　　　伊勢保健所
　　　　豊永重詞　寺添千恵子　大西由夏　鈴木まき
　　　伊勢赤十字病院　坂部茂俊
　　　国立感染症研究所　高崎智彦

＜国内情報＞
　2013 年に沖縄県西表島で発生したレプトスピラ症

　2013 年の夏季に沖縄県西表島の河川を感染源とする
レプトスピラ症が多発したので, その概要を報告する。
　同年 6 ～10 月, 八重山地域の医療機関からレプトス
ピラ症を疑う症例の検査依頼が当研究所に, また西表
島を旅行後に本土で発症した観光客の検査依頼が横浜
市および岩手県から国立感染症研究所にあり, PCR 検
査, 抗体検査および分離菌の同定検査を実施した。
　実験室診断によりレプトスピラ症が確定した 8 例を
次ページ表 1 に示す。陽性者の年齢は, 10 代, 20 代お
よび 40 代が各 2 名, 50 代および 60 代が各 1 名で, 性別
は全員男性であった。感染月日が明らかな 4 例の潜伏
期間は, 5 ～11日であった。感染地域は 8 例とも西表
島で, 川や滝でのレジャー活動または労働が感染機会
と推定された。検査結果は, 血液から菌が分離された
症例が 4 例, 抗体検査または PCR 検査で陽性と診断
された症例が 4 例であった。感染血清群は, Pyrogenes

が 5 例, Hebdomadis が 2 例, Grippotyphosa が 1 例
であった。PCR 検査を実施した 6 例中 5 例が陽性で
あったが, そのうち 4 例は血液または尿のどちらか一
方が陽性であった。また, 両方とも陰性であった 1 例
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（No.5） は, 抗菌薬投与後に検体が採取されたとのこ
とであった。以上のことから, PCR 検査を実施する際
には, 急性期の血液と尿の両方を検体とし, 抗菌薬投
与前に検体が採取されていたかどうかを確認すること
が, 診断の信頼性を確保する上で重要と思われた。
　確定診断 8 例の主な臨床症状として, 発熱が 8 例す
べてでみられ, 眼球結膜充血が 6 例, 筋肉痛が 5 例, 

消化器症状 （下痢・嘔気等） が 4 例, 関節痛, ショッ
ク症状および頭痛が 3 例, 黄疸が 2 例, リンパ節腫脹
および髄膜炎様症状が 1 例でみられた。No. 1 以外の 7

例が入院を要した。血液検査の各中央値は, T-Bil 1.2 

mg/dl, AST 48.5 IU/l, ALT 60.5 IU/l, BUN 19.9 

mg/dl, Cre 1.5 mg/dl, CRP 18.5 mg/dl, WBC 

11,445/μl （好中球 89.0％）, Hb 14.2 g/dl, PLT 16.4/

μl で, 肝機能障害が 5 例, 腎機能障害が 4 例, 播種性
血管内凝固症候群 （DIC） が 1 例でみられた。また 8 例
すべてで CRP の高度上昇がみられた。尿検査では, 検
査した 7 例中 4 例が尿潜血陽性, 3 例が尿蛋白陽性で
あった。
　レプトスピラ症は急性熱性疾患で, 感冒様の軽症型
から, 黄疸, 出血, 腎不全を伴う重症型 （ワイル病） ま
で, その臨床症状は多彩である。通常 5 ～14日の潜伏
期の後に, 38～40℃の発熱, 悪寒, 頭痛, 筋痛, 結膜充
血などの初期症状をもって発病する。今回の 8 例のう
ち, 重症型の 3 主徴のいずれかを呈した症例は No. 4

～ 7 の 4 例で, No. 7 では髄膜炎も合併してみられた。
これら 4 例は発症から受診までの日数が 4 日以上経過
していた。一方, 発症から受診までの日数が 2 日以内
であった 2 例 （No. 1 および 3 ）は, 肝機能および腎機
能に異常はみられず, 発熱も 37℃台と比較的軽症であっ
たことから, 早期受診・早期診断の重要性がうかがえ
た。

　西表島は面積の 90％が亜熱帯の自然林で覆われ, イ
リオモテヤマネコ等の様々な生物が生息し, 夏季には
数多くある川や滝でのカヌーやトレッキング等のエコ
ツーリズムが人気である。過去, 西表島を含む八重山
地域では, 1999 年夏季に河川でのレジャーに携わる
人々の集団発生 （IASR 21: 165-166, 2000） や, 西表
島旅行中に感染し帰省後に発症した例 （IASR 24: 

327, 2003 および IASR 29: 8-10, 2008） が報告されて
いる。また, 2005～2012 年においても, 当所の検査で
西表島河川での感染者が毎年確認されている。2013 年
は 3 月に新石垣空港が開港し, 首都圏からの直行便の
運航が可能となったことで, 4 ～ 9 月の八重山入域観光
客数は 556,818 人と過去最高を記録した （前年比 34.5％
増）。今後も観光客数は高い水準で推移すると思われ
ることから, 西表島のレジャー関連業者や観光客に向
けたレプトスピラ症の予防と早期受診に関する知識の
普及啓発が重要と思われた。
　　　沖縄県衛生環境研究所
　　　　岡野　祥　新垣絵理　高良武俊　加藤峰史
　　　　仁平　稔　喜屋武向子　久高　潤
　　　沖縄県八重山保健所
　　　　饒平名長令　前津政将　桑江沙耶香
　　　　大屋記子　宮川桂子
　　　沖縄県立八重山病院
　　　　小坂文昭　松本奈央　伊勢川拓也　島袋　彰
　　　石垣島徳洲会病院　中川吉丈
　　　済生会横浜市南部病院　北澤篤志
　　　横浜市衛生研究所　松本裕子
　　　岩手県立中央病院　橋本　洋
　　　岩手県環境保健研究センター
　　　　梶田弘子　岩渕香織　齋藤幸一
　　　国立感染症研究所　小泉信夫　大西　真

表1. 西表島の河川で感染したレプトスピラ症8例の発生状況と検査結果
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＜国内情報＞
　静岡県で開催されたトライアスロン参加後に感染し
たと推定されたレプトスピラ症の 1 例

　背　景
　1970 年代初めまでは年間 50 例以上の死亡例が報告
されていたが, 近年の著しい患者数の減少から, 多く
の医療関係者にとってレプトスピラ症は過去の病気, 

あるいは輸入感染症の鑑別疾患と認識されることが多
くなっている1）。
　過去の報告からは, 農作業 （高原での作業を含む）, 
河川でのレジャーや労働での感染が有名であり, また
マレーシア・ボルネオ島で開催された冒険レース Eco-

Challenge-Sabah 2000 の参加者におけるレプトスピ
ラ症の集団発生にて, その感染リスクが広く知らされ
たことは記憶に新しい2）。しかしながら, 発症例が多
いことで有名な沖縄県は例外であるが, 一般的には日
本国内開催のトライアスロンが感染リスクとは考えら
れていないと思われる。今回我々は, 静岡県天竜川支
流にて開催されたトライアスロンのコースであった河
川が感染源と推定されたトライアスロン参加後に発症
したレプトスピラ症の 1 例を経験した。そのため, 疫
学的な有益性があると考え, ここに報告する。
　症　例
　42 歳日本人男性。2013 年 10月 4 日起床時から体熱感
があったが出勤した。しかし, その日の午後には悪寒
と体熱感が増強し, 頸部リンパ節にも痛みが出るよう
になった。そのためロキソプロフェンを内服したが, 

解熱を得ることはできなかった。何とか勤務を終え自
宅に戻ったが, この頃には, 体中に痛みを感じるよう
になり, 頭痛にも悩まされるようになっていた。自宅
で検温したところ 40.2℃であり, 経口摂取もできなく
なっていたために, 夜間救急外来を受診した。インフ
ルエンザ迅速検査が施行され, 結果は陰性であり, ア
セトアミノフェンの処方がなされ帰宅安静加療となっ
た。10 月 5 日には, 心窩部痛も始まり経口摂取はさら
に困難となった。10 月 6 日まで何とか自宅での安静加
療を継続するも症状に改善の兆しがなかったため, 10

月 7 日当院を受診した。受診時には, 悪寒, 頭痛, 心
窩部痛, 多関節痛, 筋肉痛に加え, 嘔気も出現してい
た。診察では, 頸部は柔らかであり, 頸部リンパ節は
軽度触知するも圧痛なし。眼球結膜は充血し, 心窩部
に軽度圧痛を認めた。ケルニッヒ兆候認めず, 皮膚に
は淡い紅斑と左右下肢に毛嚢炎を認めた。インフルエ
ンザ迅速検査陰性であり, 血液検査結果では, 血小板
11万/μl と軽度低下し, eGFR 51.1 （ml/min/1.73m2）
と低下し, 血小板低下と急性腎不全を認めた。髄膜炎
も鑑別にあがったため, 髄液検査を行ったが, 細胞数
増加, 蛋白増加, 糖低下も認めなかった。
　その他, 咽頭痛なし。鼻汁なし。咳, くしゃみなし。

下痢なし。銭湯や温泉にも行っていなかった。動物曝
露歴は, 自宅で飼っているイヌのみであるが, 元気で
あり濃厚接触もしていなかった。職業は事務職であり, 

職場での体調不良者もいなかった。家族は妻, 14 歳の
長女, 11 歳の次女の 4 人暮らしで, 皆元気であった。
特徴的な追加病歴として, 2013 年 9 月16日に発生して
いた台風 18 号が通過した後の 9 月23日, 非常に濁って
いた河川がコースとなっていたトライアスロンレース
に参加をしていた。
　レプトスピラ症の好発時期である 9 月に, レプトス
ピラ保有がネズミにて確認されていた静岡県3）の台風
後でひどく濁っていた河川でのトライアスロン参加 12

日後の発熱, 頭痛, 眼球結膜充血, 心窩部痛, 全身の
関節, 筋肉痛の病歴とインフルエンザ迅速検査陰性, 

髄液所見異常なし, 尿中レジオネラ抗原陰性, 血小板
低下, 急性腎不全の検査所見からレプトスピラ症疑い
の診断となり, 同日入院加療となった。また, 確定診
断目的に国立感染症研究所細菌第一部へ, 入院時採取
した尿検体, 髄液でのレプトスピラ PCR 検査を依頼
した。
　入院後はミノマイシンの静脈内投与が開始され, 経
口摂取もできるようになったため, その後はドキシサ
イクリンの内服へ変更となり, 経過良好にて 2013 年 10

月11日退院となった。退院後に国立感染症研究所から
結果報告がなされ, 尿中レプトスピラ PCR 陽性, 髄
液 PCR 陰性であった。また11月15日退院後外来で採
取した血清では, 国内で報告のあるレプトスピラ 15 血
清型生菌を用いた顕微鏡下凝集試験を行い, 血清型
Australis に対して 5,120 倍の凝集価が認められ, 血清
学診断としてもレプトスピラ症の診断となった。
　考　察
　レプトスピラ症の症状は非特異的であり, 症状から
の鑑別は多岐に及ぶ。日本国内でのレプトスピラ症発
症例の多くは 8 ～10 月に集中している。また, 台風の
後での発症例の報告もあることから4）, 8 ～10 月の上
気道症状を伴わないインフルエンザ様症状の患者の診
察においては, 淡水曝露歴有無の問診をとる習慣をつ
けておくことが, 診断に重要と考えられた。
　結　語
　日本国内での 8 ～10月開催の淡水をコースとしたト
ライアスロン参加が, レプトスピラ症の感染源となり
うる可能性のあることを示唆する 1 症例を経験した。
　参考文献
1） IASR 29: 1-2, 2008

2） MMWR 50 （2）: 21-24, 2001

3） IASR 29: 5-7, 2008

4） IASR 32: 368-369, 2011

　　　浜松医療センター感染症内科
　　　　田島靖久　島谷倫次　髙宮みさき　矢野邦夫
　　　浜松市保健所保健予防課　長山ひかる
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＜国内情報＞
　野菜サラダを原因食品とした Yersinia enterocolitica 

Ｏ8 による食中毒事例－東京都

　事例概要  :  2013 年 4 月25日, 某予備校から 「管内の
寮で 4 月19日～25日の間, 約 20 名の寮生が発熱, 腹痛
等の症状を呈しており, 3 名が入院している」 と東京
都北区保健所に連絡があった。寮では給食業者が寮生
に朝夕の食事を提供していた。直ちに食中毒および感
染症の両面から調査を開始した。
　調査の結果, 寮生 92 名のうち 52 名 （すべて男性） が
発症していた （発症率 56.5％）。主な症状は, 腹痛, 発
熱, 頭痛, 下痢であった。症状別発症者数を表 1 に, 

日別発症者数を図 1 に示した。後述のとおり, 原因食
品と決定した 4 月17日夕食の喫食から算定した潜伏時
間は, 37～175.5 時間であった。
　発症者および調理従事者の検便を実施したところ, 

発症者 26 名中 18 名, 調理従事者11名中 2 名から Yersinia 

enterocolitica （血清型 Ｏ8） が検出された。北区保健所
は, 5 月  1 日, 発症者の共通食が寮の食事に限定される
こと, 症状および潜伏期間が同菌のものと一致するこ
とから, 寮の食事を原因とする食中毒と判断し, 3 日間 

（平成25年  5 月 1 日～ 5 月 3 日） の営業停止処分とした。
　原因食品については, 検食 （ 4 月14日～20日） 等を
検査したところ, 4 月17日夕食の野菜サラダ （ポーク
ハムカツの付合せ） から同菌が検出された。野菜サラ
ダを賄いとして喫食した調理従事者 2 名の検便からも
同菌が検出されたこと, また, 施設調査から, 豚肉を
扱った器具を介して二次汚染された可能性が高いこと
から, 野菜サラダを原因食品と決定した。
　検査結果  :  糞便検体は, すべて CIN 寒天での直接分
離培養で検出した。7 名の発症者について糞便中の Y. 

enterocolitica 菌数を測定した結果, 103～104個/g で
あった。
　原因食品を特定するために検食 73 検体, 原材料 6 検
体, 給茶器の水 1 検体について検査を実施した。各食
品にリン酸緩衝生理食塩水 （PBS） を加え, 4℃ 21日
間培養後, 培養液を対象に, ail 遺伝子 （接着と侵入性
に関与する病原因子の 1 つ） をターゲットとした PCR

法でスクリーニング試験を行った。その結果, 1 検体 

（野菜サラダ） が陽性となったため, この検体から集
中的に菌の分離を試みた。
　Y. enterocolitica が検出された 「野菜サラダ」 の増
菌培養液中には, CIN 寒天に発育する Yersinia 以外
の菌が非常に多く, Y. enterocolitica の分離は非常に
困難であった。増菌培養液に等量の 0.8％KOH 加生
理食塩水を加え 10 秒間混和後に平板へ塗抹するアル
カリ処理法は非常に有効であり, CIN 寒天上に発育し
た集落から 3 集落を調べた結果, そのすべてが Y. 

enterocolitica であった。さらに, Y. enterocolitica Ｏ8

群抗体を感作させた免疫磁気ビーズを作製し, 培養液
から集菌後に CIN 寒天へ塗抹分離したところ, ほぼ純
培養状に Y. enterocolitica の発育が認められ, 釣菌し
た 10 集落すべてが Y. enterocolitica Ｏ8 であった。
　今回の検査では, 培養液から遺伝子検査でスクリー
ニング試験を行い, 陽性であった検体に集中して目的
菌の分離を行うことで, 効率の良い検査を実施するこ
とができた。また, 培養液中に夾雑菌が多い場合は, 

アルカリ処理や免疫磁気ビーズ法を用いた集菌法が非
常に効果的であった。しかし, 食品の増菌培養に 3 週
間, 菌の分離・同定を含めると約 1 カ月を要したこと
から, 迅速な検査を実施するためには, さらに検討が
必要であると考えられた。
　　　　東京都北区保健所
　　　　　大地貴之　木幡幸恵　鈴木美智子
　　　　　小澤めぐみ　福田智裕
　　　　東京都健康安全研究センター
　　　　　小西典子　石塚理恵　横山敬子　齊木　大
　　　　　赤瀬　悟　門間千枝　

＜国内情報＞
　鹿児島県川薩保健所管内における風しんの流行状況
および対策

　はじめに
　2013 （平成25） 年 5 月15日の時点における鹿児島県
の人口 100 万人当たり風しん患者の累積報告数は 103 で
あり, 都道府県別では東京都 （155）, 大阪府 （136） に
次いで全国 3 番目であった。また, 鹿児島県内におい
ては川薩保健所管内からの報告が約 90％を占めたこ

表1. 症状別発症者数
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図1. 日別発症者数
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とから, 当保健所は国立感染症研究所とともに管内の
風しん流行の全体像の把握, 先天性風疹症候群 （CRS）
対策の検討などを目的に 5 月 30日から共同で以下の
実地疫学調査を実施した。
　全体像の把握
　方法は感染症発生動向調査 （NESID） の情報に加え
て, 当保健所で作成した患者調査票, 管内市町・教育
事務所・事業所から得られた情報を利用し, 管内の流
行の全体像を把握した。症例定義は NESID の症例定
義を用いた。
　管内の風しん発病週別の報告数は第 8 週以降増加傾
向で推移し, 第 24 週がピーク （42 例） であった （図 1 ）。
10 月 2 日現在の累積報告数は 337 例で, 第 27 週以降は
10 例未満の報告数で減少傾向を示し, 第 37 週以降の発
生報告はない。性別は男性が 269 例 （80％） で, そのう
ち男性の 20～40 代は 212 例 （63％） であった （図 2 ）。3

主徴 （発疹, 発熱, リンパ節腫脹） が揃って報告され
た症例は 66％で, 99％が発疹を呈していた。
　337 症例のうち検査診断例が 195 例 （58％） で, そのう
ち PCR 確定例が 4 例であった。流行中期に 3 人の咽頭
ぬぐい液等を採取し, 風しんウイルスの遺伝子型の検
査を鹿児島県環境保健センターで実施した。そのうち
2 例が 2B で, 2013 年の全国的な主流行株と同じであった。
　風しん含有ワクチン接種歴は 246 例 （73％） が不明, 79

例 （23％） が無し, 1 回接種が 9 例, 2 回接種が 3 例で
あった。学校での集団発生は無かった。
　事業所・学校等の所属が判明した 141 例のうち, 医
療機関に属する者が 6 例, その他事業所に属する者が
124 例 （88％） であった。

　B 事業所内での感染伝播
　風しん流行初期に, NESID に症例 26 例が長期
にわたり報告された B 事業所において, 職員への
質問紙調査 （660 人配布, 回収率 99％） および症例
へのインタビュー （17人） を行った。
　質問紙調査における症例定義は, 診断例 （医療
機関で風しんと診断されたと回答した者） と, 疑
い例 （医療機関での風しんの診断はされていない
が, 自己申告で全身性の発疹, または皮膚の発赤
がありかつリンパ節腫脹, または発熱の症状を満
たしたと回答した者） に分類した。本調査におい
て探知された B 事業所の症例は 43 例で, そのうち

診断例が36 例, 疑い例が 7 例であった。B 事業所関連
の感染伝播の機会は, 課内, 喫煙所, 会議など複数で
あったことが示唆された。
　 3 月に当保健所は医師会へ風しん流行の周知と風し
んの発生届出の徹底を依頼し, B 事業所へ風しん流行
の注意喚起, 予防接種勧奨等の助言を行った。4 月に
B 事業所から再度相談があり, 相談に対し当保健所は, 

職員に対し風しん流行に関する注意喚起と病休取得を
助言した。発病から病休取得までの期間の中央値は, 3

月までが 1 日で, 4 月以降が 0 日であり, 4 月以降の
病休取得までの期間が短縮していた。また, 発病日に
病休を取得した者は, 3 月までが 29％ （5/17） と比べ, 

4 月以降が 58％ （14/24） で, 4 月以降の病休取得率が
高くなっていた。
　症例のインタビューで, ワクチン接種助成を受けな
かった理由として, 接種の自己負担費用や時間確保が
問題点として挙げられた。
　CRS 対策の検討
　流行を探知して以降, 当保健所は管内の産婦人科医
療機関を訪問し, 妊婦の同居家族への情報提供と産褥
期のワクチン接種勧奨を依頼, 県政広報テレビで CRS

予防におけるワクチン接種の重要性を説明する等の対
応をとった。また, 管内市町と協議し, CRS 予防等を
目的に 5 月以降に市町によるワクチン接種費用助成事
業が開始された。管内市町の母子保健担当者と協力し, 

2 ～ 4 月に母子手帳を取得した妊婦 168 人に対し, 風し
ん罹患歴, ワクチン接種歴, 風しん抗体価等について
の質問紙調査を 6 月中旬に行ったところ, 31％におい
て風しん HI 抗体価が低かった （32 倍未満）。本実地疫
学調査の結果を受け, 当保健所は管内市町と連携し, 

風しん抗体価の低い妊婦のフォローアップ等の対策を
実施中である。
　考　察
　管内の流行は, 20～40 代の男性が 212 例で, 10 月 2  日
時点の NESID への累積報告症例数の 63％を占め, 全
国の患者発生報告と同様の性年齢構成であった。この
世代は感染症流行予測調査事業において風しん抗体が
十分獲得されていないとされている世代であり, この世
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代への風しんの免疫付与が全国的に重要な対策である。
　事業所における風しん患者発生時の対応 （特に流行
初期） は重要である。事業所は健康管理者と十分な連
携を図り, 職員の病休の取得, 職員への注意喚起を実
施することが必要である。また, 平時においては事業
所の職員が必要なワクチンの接種を受けやすい環境作
りが重要であると考えられた。
　当保健所は風しん対策のために NESID からは得ら
れない事業所名等の情報を医療機関の協力により追加
収集をした。追加収集を行った情報は管内の風しん対
策に活用された。今後, 風しん患者発生時の迅速な対
応実施のために NESID の発生届出は事業所名等の情
報が付加されるような体制整備が必要である。
　CRS 対策は当保健所管内での CRS のサーベイラン
スの強化, CRS 児出生時の支援とともに, 風しん抗体
価の低い妊娠可能年齢女性へのワクチン接種促進が重
要である。
　謝辞  :  本事例の調査にご協力いただきました薩摩川
内市, さつま町, 北薩教育事務所, 具志ひふ科クリニッ
ク, 坂口病院, 宮崎小児科, 相良医院, 久留医院, 川内
こどもクリニック, 済生会川内病院, 田島産婦人科, 

川原産婦人科, 河村医院産婦人科内科, 医師会の関係
者の皆様には調査に関して多大なるご配慮等をいただ
き, 厚く御礼申し上げます。
　　　鹿児島県北薩地域振興局保健福祉環境部
　　　 （川薩保健所）
　　　　川上義和　吉國謙一郎　永山広子　揚松龍治
　　　鹿児島県環境保健センター　濵田結花
　　　国立感染症研究所
　　　実地疫学専門家養成コース （FETP）   牧野友彦
　　　感染症疫学センター
　　　　八幡裕一郎　中島一敏　松井珠乃　大石和徳

＜国内情報＞
　エコーウイルス 9 型による無菌性髄膜炎の地域流
行, 2013年－東京都

　2013 年 6 ～ 9 月にかけて東京都特別区の 1 地域にお
いて小児を中心にエコーウイルス 9 型による無菌性髄

膜炎の流行を認めたので報告する。2013 年 7 月11日, 

無菌性髄膜炎で A 区 M 地域在住の小児 5 名が入院し
ていると医療機関から行政機関に情報提供があった。
都内 A 区 T 病院小児科での過去 5 年間の無菌性髄膜
炎入院患者は毎月 5 人以下であったが, 2013 年 7 月の
入院患者数は 17日時点で 13 人となり, アウトブレイク
が明らかとなった。東京都健康安全研究センターでは, 

関連する保健所, 医療機関と連携し, 原因究明のため
の検体検査と全体像把握のための記述疫学を行った。
　（ 1 ） ウイルス検査
　2013 年 7 月16日～ 8 月21日の期間に無菌性髄膜炎患
者 13 人の髄液検体 （13 検体） が東京都健康安全研究セ
ンターに搬入された。住所地別の内訳は, A 区在住 7

人, K 区在住 5 人, 他区在住 1 人であった。無菌性髄
膜炎の都内での病原ウイルス検出状況を鑑み, エンテ
ロウイルス属の検索を実施した。検査方法は, 国立感
染症研究所の無菌性髄膜炎病原体検出マニュアルに記
載されている方法に準拠した。遺伝子検査において
は, RT-PCR 法により VP1 領域の遺伝子を増幅し遺伝
子検出を試みた。この結果, 13 件中 12 件でエンテロウ
イルス属が陽性となった。検出された遺伝子の塩基配
列から型別を決定し, 結果はエコーウイルス 9 型 10

件, 型別不明 2 件であった。エコーウイルス 9 型 10 件
の塩基配列を検討したところ, 99％以上の相同性が確
認された。培養細胞による分離検査においては, Vero 

E6, RD-18S 細胞を用いて実施し, 2 件でウイルスが
分離された。ウイルス分離後, 血清を用いて中和試験
を行い, いずれもエコーウイルス 9 型と同定された。
　（ 2 ） 記述疫学
　症例定義は 2013 年 6 月 8 日以降に発症し, A 区 T 病
院小児科, そして周辺 6 カ所の病院小児科に無菌性髄
膜炎と診断され入院した者とした。遺伝子検査で髄液
からエコーウイルス 9 型が検出された者または血液検
査でエコーウイルス 9 型抗体価が有意上昇した者を 

「確定例」, 確定例と疫学的リンクのある者を 「可能性
例」, 確定例と可能性例以外で, A 区に在住する者また
は A 区と隣接する 5 区に在住する者を 「疑い例」 （ただ
し, エコーウイルス 9 型以外のウイルスによるものと
診断された症例は除く） とした。

　症例数は計 85 人で, 確定例 33 人, 可能性
例 15 人, 疑い例 37 人であった。症例は 6 月
20日～ 9 月18日の期間に発症し, 発症のピー
クは 7 月12日であった。9 月19日以降最大
潜伏期間1）の 2 倍となる12日間新たな発症
がみられなかったことから 9 月30日に終息
と判断した （図 1 ）。性別は, 男性 48 人 （男
女比 1.3 : 1）, 年齢は 11 か月～13 歳 （中央値
5 歳） であった （次ページ図 2 ）。入院日数は
3 ～11日 （平均 7.1日）で, 髄膜脳炎症例が 1

人あったが, 後遺症例や死亡例はなかった。
図1. 流行曲線 2013年6月8日～9月30日
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　集団生活の所属内訳は, 保育所 32人, 幼稚園 12人, 

小学校 31 人, 中学校 5 人, 不明 3 人, 未所属 2 人であっ
た。居住地別では, A 区 66人 （うち M 地域 22人）, K 区
14 人, 他区 3 人であった。6 月20日～ 7 月11日までの
発症者の居住地は A 区 M 地域であり, 流行は A 区 M

地域で始まった。その後, K 区の K 幼稚園で流行が起
こったが, 7 月11日発症の確定例 （PCR 陽性） は M 地
域居住かつ K 幼稚園所属であったことから, M 地域
との疫学的リンクが確認できた。7 月25日以降 M 地域
以外の A 区の複数の保育所を中心に流行が続いた。3

人以上の発症が確認された施設の内訳は, A 区 M 地
域で保育所 1 カ所, 小学校 2 カ所, 中学校の野球部 1

カ所, M 地域を除く A 区で保育所 3 カ所, K 区で幼稚
園 1 カ所, 小学校  1 カ所であった。
　家族内発症は 16 家族で確認された （兄弟姉妹間 13 家
族, 父または母への感染 4 家族 : 重複あり）。家族内感
染から施設への持ち込み, またその逆の施設内感染か
ら家庭への持ち込みが確認された。
　（ 3 ） 考　察
　家庭内, 保育所を主とした施設で発生がみられ, こ
れらの場所での感染者との濃厚接触が感染の要因と考
えられた。流行が長期化した原因についてはいくつか
考えられた。まず, 家族内感染→施設への持込み→施
設内感染→家庭への持込みという感染の連鎖を断ち切
ることが困難であった。不顕性感染者も感染源となり
うるため, その者達から感染が広がった可能性があっ
た。エンテロウイルス属は, 感染力が強いばかりでな
く, 咽頭からは発症後 1 週間程度, 糞便中には数週間
ウイルスが排泄されるため曝露を受ける期間が長く, 

さらに消毒薬に抵抗性が強いという特性もあった。
　K 区の幼稚園では, 7 月22日以降の夏季保育を中止
し, 以降閉園措置を取った。この対応は非常に効果的
であり, 早期の終息に至った。
　しかし, 保育所では休園することが難しく, 登園の
自粛を保護者に依頼することが精一杯であった。さら
に, 延長保育の場合は人手の問題から園児がクラスを
越えて集められる状況となり, クラスを越えて感染が
拡大する要因となった可能性が考えられる。当然のこ
とながら, 保育時間が長くなれば食事や排泄の回数は
増え, 感染のリスクも増加する。保育所でのエンテロ
ウイルス感染症対策の難しさが, 本事例の流行の背景

と考えられた。
　感染症のアウトブレイクがみられた場
合, 感染伝播についてリスク因子を明らか
にすることは重要であるが, 実際には非発
症者も含めた調査を実施することは難し
い。調査を実施できる環境づくりを進めて
いく必要があるものと考えられる。
　今回の地域流行では基幹定点サーベイラ
ンスによるアウトブレイク探知はできな

かった。都内には基幹定点病院が 25 カ所あるが, この
地域に基幹定点病院は設置されていなかった。現状で
は発生動向の傾向を明らかにすることはできるが, 無
菌性髄膜炎のアウトブレイクの探知には基幹定点では
限界があり, これは今後の課題として挙げられた。今
回のアウトブレイクは, 医療機関が異常を探知したこ
とが発見のきっかけとなった。感染症対策には, 普段
から医療機関と行政機関が顔の見える関係を構築して
おくことが重要と感じられた。
　参考文献
1）小児感染症学 改訂第 2 版, 編集 : 岡部信彦, 診断と
治療社, pp404-409, 2011
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＜外国情報＞
　南半球における 2013 年インフルエンザシーズンの
概要
　南半球の温帯地域と中南米の熱帯地域の国々におけ
る 2013 年 1 ～ 9 月 （冬季にあたる） のインフルエンザ
シーズンにおける流行の概要を述べる。
　流行は温帯・熱帯の南アメリカ・南アフリカで 3 ～
5 月頃に始まり, 8 ～ 9 月頃に終息した。オーストラ
リアとニュージーランドではシーズンは数カ月遅れ
て 6 ～ 7 月に始まり, 9 月下旬～10 月初旬に終息した。
A（H1N1）pdm09 が一般的な流行株であった。シーズ
ン終わりにかけては A（H3N2） と B がアルゼンチン, 

チリ, 南アフリカ, ウルグアイでより多く検出され
た。パラグアイでは A（H3N2） がシーズン中を通して
の流行株であった。オーストラリアとニュージーラン
ドでは 3 つのウイルスが同時に流行していた。熱帯ア
メリカ・南アメリカ中央部では A（H1N1）pdm09 は主
な流行株であったが, それに加えて熱帯アメリカで
は B, 中央部では A（H3N2） の循環もみられた。
　全体として 2013 年のインフルエンザシーズンは 2012

年と比較して穏やかであり, オーストラリアとニュー

図2. 性別年齢階級別分布2013年6月8日～9月30日
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ジーランドで顕著であった。しかし, 例外もあり, チ
リではインフルエンザ様疾患 （ILI） と, 重症急性呼吸
器感染症 （SARI） の報告が前年と比較して約 2 倍で
あった。これにより, チリではインフルエンザ関連の
死亡例が多く報告された。パラグアイでは SARI の報
告割合が増加した。A（H1N1）pdm09 が流行した年で
そうであったように, 65 歳以上の年齢層での重症例
が少なかった。65 歳以上の年齢層における重症例は, 

A（H1N1）pdm09  の流行が少ない国々 （オーストラリ
アとニュージーランド） でみられた。
　ウイルス学的データ, 伝染性, 疾病と死亡率に関す
る疫学データは多くの国々で同様のパターンを示し
た。しかし, いくつかの国々では異なる傾向が示され
た。チリでのウイルス学的データによると, インフル
エンザの陽性率は相対的に低かったにもかかわらず, 

インフルエンザ関連  SARI   症例の報告数はほぼ 2 倍で
あり, 相対的に重症度の高いインフルエンザシーズン
であることが示された。反対にニュージーランドでは, 

インフルエンザの陽性率は近年の平均的な陽性率より
高かった。しかし, ILI 報告率は基準値にかろうじて
達する程度であり, 2000 年以来の最低水準であった。
このように, これらの異なるパターンは, ウイルス学
的データと疾病データは相補的なものであり, それぞ
れの国において, 個々の包括的な流行状況を把握する
必要性を示している。
　ILI と SARI のサーベイランスを実施する国の増加
に伴い, 各国での経時的な流行パターンと傾向を明ら
かにするデータが得られるようになってきた。しかし, 

サーベイランスの方法は各国でかなり異なるため, 各
国の状況を比較するためにはデータの注意深い解釈が
必要である。より一貫性のある報告と, 同一の症例定
義の使用, 共通したサーベイランス手順によって, 世
界におけるインフルエンザパターンの理解は促進され
るであろう。

（WHO, WER, 88 （48）: 509-520, 2013）
（担当 : 感染研・高橋）
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＜資料＞ チフス菌・パラチフスA菌のファージ型別成績
 （2013年 9 月21日～12月20日受理分）
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＜病原細菌検出状況、由来ヒト・2014 年 1 月 7 日現在報告数＞
  検体採取月別 （地研・保健所）-1 （2014 年 1 月 7 日現在累計）

20122012 20132013
6 7 8 9 1010 1111 1212 1 2 3

Verotoxin-erotoxin-producinroducing E.colE.coli 13139 17170 25259 19197 1)1)( (  10101 62 2)2)( (   44 10 31 2)2)( (  1212
EnterotoxiEnterotoxigenic enic E.colE.coli 19 1)1)( (  3 5 25 5 -  2 - - 3 2)2)(  (  
Enteroinvasive Enteroinvasive E.colE.coli - - - -- - - - -  -  - - -- - - -
EnteroEnteropathoathogenic enic E.colE.coli 5 7 1 6 2 7 65 7 1 6 2 7 6 2 - 1
EnteroaEnteroaggggreregative ative E.colE.coli 6 2)2)( (  3 1 2 7 6 1 5 13 1 2 7 6 1 5 1 3
Other diarrheagenicOther diarrheagenic E.coli E.coli 10 4)4)( (   -  6 7 46 3 6 13 1 4
Salmonella Salmonella Typyphihi - - 3 1 1)1)( (  -  -  - 2 2)2)( (  1 1)1)( (  2 2)2)(  (  
Salmonella Salmonella ParatParatypyphi hi A - - -- - - - 1 1)1)( (   -  2 2)2)( (  - 1 1)1)( (  3 2)2)(  (  
Salmonella Salmonella O4O4 25 23 31 26 18 16 13 5 4 14 1)1)(  (  
Salmonella Salmonella O7O7 22 25 51 26 1)1)( (  29 9 9 79 9 7 2 10 2)2)(  (  
Salmonella Salmonella O8O8 26 17 35 17 26 14 - 2 22 2 2
Salmonella Salmonella O9O9 12 8 17 41 30 8 8 - 1 5 2)2)(  (  
Salmonella Salmonella O3O3,1010 - - 2 - 1 11 1 3 - -- - -
Salmonella Salmonella O1O1,3,1919 - - -- - - - 1 -  - - -- - - -
SalmonellSalmonella  O11 O11 - - 1 - -  -  - - -- - - -
Salmonella Salmonella O13O13 1 11 1 1 - -  -  - - -- - - -
Salmonella Salmonella O18O18 - - - -- - - - -  1 - - -- - - -
Salmonella Salmonella O30O30 - - - -- - - - -  -  - - -- - - -
Salmonella Salmonella O35O35 - 1 - -- - -  -  - - -- - - -
Salmonella Salmonella O39O39 - - - -- - - - -  1 - - -- - - -
SalmonellSalmonella  group unknow group unknown - 1 4 - 2 -  1 - -- - -
Vibrio cholerae ibrio cholerae O1:El Tor OO1:El Tor Ogawaawa,CT+CT+ - 1 1)1)( (  - -- - -  -  - - -- - - -
Vibrio cholerae ibrio cholerae non-O1&O139non-O1&O139 - 1 - -- - -  -  - - -- - - -
Vibrio parahaemolyticusVibrio parahaemolyticus 4 -  7 11 -  -  -  -  1 -  
Vibrio furnissiiVibrio furnissii -  -  1 -  -  -  -  -  -  -  
Aeromonas hydrophilaAeromonas hydrophila -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  
Plesiomonas shigelloidesPlesiomonas shigelloides -  -  1 -  -  -  -  -  -  -  
Campylobacter jejuniCampylobacter jejuni 84 10102 75 65 65 58 42 27 19 3636
Campylobacter coliCampylobacter coli 7 7 1 2 17 7 1 2 1 5 -  1 11 1 1
Campylobacter jejuni/coliCampylobacter jejuni/coli -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  
Staphylococcus aureusStaphylococcus aureus 19 16 48 26 40 28 17 8 28 2323
Clostridium perfringensClostridium perfringens 42 60 62 49 17 -  7 1 17 1 1 2
Bacillus cereusBacillus cereus 2 -  1 7 21 7 2 2 -  -  -  2
Listeria monocytogenesListeria monocytogenes -  -  1 -  -  -  -  -  -  -  
Yersinia enterocoliticaYersinia enterocolitica 3 1 22 4 1 -  -  2 12 1 1
Shigella dysenteriae Shigella dysenteriae )11----4 ( (   - - - -- - - - -
Shigella flexnerShigella flexneri ----------a1
Shigella flexnerShigella flexneri )11--b1 ( (  - - -- - - - 1 1)1)( (  - -
Shigella flexneri Shigella flexneri 3---------a2
Shigella flexneri Shigella flexneri )11-------b2 ( (  - -
Shigella flexneri Shigella flexneri -------1--a3
Shigella flexneri Shigella flexneri ----------4
Shigella flexneri Shigella flexneri ----------6
Shigella flexneri Shigella flexneri other serovarsother serovars - - - - -- - - - - - 1 1)1)( (  - -- - -
Shigella flexneri Shigella flexneri untypabluntypable - -- - - 1 1)1)( (  - - - - -- - - - - -
Shigella boydii Shigella boydii --------1-4
Shigella boydii Shigella boydii ----------8
Shigella sonneiShigella sonnei - 1 1 1)1)( (   13 8)8)( (   2 2)2)( (   3 2)2)( (   2 2)2)( (   1 1)1)( (   4 2)2)( (   2 1)1)( (   
Entamoeba histolyticaEntamoeba histolytica -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  
StreStreptococcus tococcus grouroup A 60 26 18 17 18 41 56 36 43 5252
StreStreptococcutococcus grouroup B B 3 3 3 13 3 3 1 7 -  1 - 1 -
StreStreptococcutococcus grouroup C C - - - -- - - - -  -  2 - -- - -
StreStreptococcus tococcus grouroup G G 2 - - 2 1 1 12 1 1 1 2 - -
StreStreptococcus tococcus other other grouroups - - - -- - - - -  2 1 - - 1
S.dS.dysgalactiae alactiae subssubsp.equisimiliuisimilis 1 1 - - 1 1 - - -- - - -
Streptococcus pneumoniaeStreptococcus pneumoniae 10 8 8 4 7 88 8 4 7 8 8 10 5 4
Bordetella pertussisBordetella pertussis 44 18 42 11 11 5 1 -  3 3
Legionella pneumophilaLegionella pneumophila 4 5 -  1 5 51 5 5 3 -  -  -  
Mycobacterium tuberculosisMycobacterium tuberculosis 29 32 1 11 1 1 -  -  5 55 5 6
Mycobacterium bovisMycobacterium bovis -  -  -  -  -  -  -  -  -  -  
Mycoplasma pneumoniaeMycoplasma pneumoniae 28 42 87 55 51 43 54 33 9 5
HaemoHaemophilus influenzae hilus influenzae b - - - -- - - - -  -  - - -- - - -
HaemoHaemophilus influenzae hilus influenzae non-bnon-b 7 7 5 2 1 3 2 6 57 7 5 2 1 3 2 6 5 6
Klebsiella pneumoniaeKlebsiella pneumoniae -  -  -  1 -  10 -  -  -  -  
Neisseria meningitidisNeisseria meningitidis -  1 -  -  -  -  -  2 -  -  
Enterococcus faecalisEnterococcus faecalis -  1 1 -  -  -  -  -  1 -  
Enterococcus faeciumEnterococcus faecium -  1 1 -  -  -  -  -  1 -  
Enterococcus gallinarumEnterococcus gallinarum -  -  1 -  -  -  -  -  -  -  
Enterococcus casseliflavusEnterococcus casseliflavus -  -  1 -  -  -  -  -  -  -  
Pseudomonas aeruginosaPseudomonas aeruginosa -  -  -  1 -  -  46 -  -  -  
Leptospira interogansLeptospira interogans -  -  -  -  -  1 -  -  -  -  
Leptospira Leptospira ----------.ps
Cryptococcus neoformansCryptococcus neoformans -  1 -  -  -  -  -  -  -  -  

61614 7)7)( (   59595 1)1)( (   80807 2)2)( (   62622 12)12)( 50501 4)( (   34344 4)4)( (   33339 5)5)( (   18182 5)5)( (   17172 6)6)( (   20206 12)12)( 
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  検体採取月別（地研・保健所）-2 （2014 年 1 月 7 日現在累計）
20132013

4 5 6 7 8 9 1010 1111
19 1)1)( (   41 11110 2)2)( (   26263 30307 1)1)( (   18188 1)1)( (   11118 50 2122121 10)10)(  (    Verotoxin-erotoxin-producinroducing E.colE.coli

5 3 -  11 35 5 2 1)1)( (   8 1)1)( (   13131 5)5)(     (       EnterotoxiEnterotoxigenic enic E.colE.coli
1 -  -  -  -  -  -  -  1 Enteroinvasive Enteroinvasive E.colE.coli
3 1)1)( (   1 4 13 18 20 4 8 10108 1)1)(     (       EnteroEnteropathoathogenic enic E.colE.coli
2 1)1)( (   3 5 33 5 3 7 13 3 3 74 3)3)(     (       EnteroaEnteroaggggreregative ative E.colE.coli
3 13 1 4 -  1 2 -  -  10107 4)4)(     (       Other diarrheagenicOther diarrheagenic E.coli E.coli
2 -  -  2 2)2)( (   4 2)2)( (   4 1)1)( (   2 1)1)( (   2 2)2)( (   25 14)14)(  (    Salmonella Salmonella Typyphihi
1 1)1)( (   1 1)1)( (   1 1)1)( (   -  2 2)2)( (   -  -  -  12 11)11)(  (    Salmonella Salmonella ParatParatypyphi hi A
8 8 10 11 23 16 18 1)1)( (   2 27271 2)2)(     (       Salmonella Salmonella O4O4
-  10 4 13 15 28 11 14 28285 3)3)(     (       Salmonella Salmonella O7O7
1 4 51 4 5 5 11 7 57 5 5 184184 Salmonella Salmonella O8O8
2 1 32 1 3 8 22 27 19 6 21218 2)2)(     (       Salmonella Salmonella O9O9
-  1 -  -  -  -  -  -  8 Salmonella Salmonella O3O3,1010
-  -  1 -  1 -  -  1 4 Salmonella Salmonella O1O1,3,1919
-  -  -  -  -  -  -  -  1 SalmonellSalmonella O11O11
-  -  -  -  1 2 -  -  6 Salmonella Salmonella O13O13
-  -  -  -  -  -  -  -  1 Salmonella Salmonella O18O18
-  -  -  1 -  -  -  -  1 Salmonella Salmonella O30O30
-  -  -  -  -  -  -  -  1 Salmonella Salmonella O35O35
-  -  -  -  -  -  -  -  1 Salmonella Salmonella O39O39
1 -  -  -  -  -  2 -  1111 SalmonellSalmonella group unknowngroup unknown
-  1 1)1)( (   -  -  1 1)1)( (   -  1 1)1)( (   -  4 4)4)(     (       Vibrio cholerae ibrio cholerae O1:El Tor OO1:El Tor Ogawaawa,CT+CT+
-  -  -  -  -  2 1 -  4 Vibrio cholerae ibrio cholerae non-O1&O139non-O1&O139
-  -  -  1 14 18 2 -  5858 Vibrio parahaemolyticusVibrio parahaemolyticus
-  -  -  -  -  -  -  -  1 Vibrio furnissiiVibrio furnissii
-  -  1 -  -  1 1 -  3 Aeromonas hydrophilaAeromonas hydrophila
-  -  -  -  -  -  -  -  1 Plesiomonas shigelloidesPlesiomonas shigelloides

54 58 60 54 73 57 68 58 10551055 Campylobacter jejuniCampylobacter jejuni
1 21 2 6 -  4 2 24 2 2 1 4444 Campylobacter coliCampylobacter coli
-  2 -  -  -  -  -  -  2 Campylobacter jejuni/coliCampylobacter jejuni/coli

12 14 33 53 51 2 22 2 4 424424 Staphylococcus aureusStaphylococcus aureus
4 33 1 11113 13 34 1 -  440440 Clostridium perfringensClostridium perfringens
-  -  3 -  2 2 -  -  2323 Bacillus cereusBacillus cereus
-  -  -  -  -  -  -  1 2 Listeria monocytogenesListeria monocytogenes

21 1 1 4 21 1 4 2 5 -  2 7171 Yersinia enterocoliticaYersinia enterocolitica
- - - - - - -- - - - - - - - 1 1)1)(     (       Shigella dysenteriae Shigella dysenteriae 4
- - -- - - - 1 - -- - - 1 Shigella flexnerShigella flexneri 1a1a
- - - - - - -- - - - - - - - 2 2)2)(     (       Shigella flexnerShigella flexneri 1b1b
1 - - - - - -- - - - - - - 4 Shigella flexneri Shigella flexneri 2a2a
- -- - - 2 - - 1 - 4 1)1)(     (       Shigella flexneri Shigella flexneri 2b2b
- - - - -- - - - - - 1 1)1)( (   - 2 1)1)(     (       Shigella flexneri Shigella flexneri 3a3a
- - - - -- - - - - - 1 - 1 Shigella flexneri Shigella flexneri 4
- - - - - -- - - - - - - 1 1)1)( (   1 1)1)(     (       Shigella flexneri Shigella flexneri 6
1 1 - - - -- - - - - 1 4 1)1)(     (       Shigella flexneri Shigella flexneri other serovarsother serovars
- - - - - - -- - - - - - - - 1 1)1)(     (       Shigella flexneri Shigella flexneri untypableuntypable
- - - - - - -- - - - - - - - 1 Shigella boydii Shigella boydii 4
- -- - - 1 - - -- - - - 1 Shigella boydii Shigella boydii 8
1 1 1)1)( (   5 4)4)( (   6 1)1)( (   6 3)3)( (   2 1)1)( (   1 1 52 29)29)(  (    Shigella sonneiShigella sonnei
1 -  -  -  -  -  -  -  1 Entamoeba histolyticaEntamoeba histolytica

39 48 31 34 13 8 16 16 572572 StreStreptococcus tococcus grouroup A
1 -  1 2 -  1 -  2 2626 StreStreptococcutococcus grouroup B B
-  -  -  -  -  -  -  -  2 StreStreptococcutococcus grouroup C C
3 3 23 3 2 2 -  1 11 1 2 2323 StreStreptococcus tococcus grouroup G G
-  -  -  -  -  -  1 -  5 StreStreptococcus tococcus other other grouroups
1 1 -  1 -  -  -  -  7 S.dS.dysgalactiae alactiae subssubsp.equisimiliuisimilis

15 15 8 5 1 2 48 5 1 2 4 5 127127 Streptococcus pneumoniaeStreptococcus pneumoniae
12 2 3 -  1 2 61 2 6 3 167167 Bordetella pertussisBordetella pertussis

2 -  3 5 23 5 2 2 -  1 3838 Legionella pneumophilaLegionella pneumophila
1 -  -  -  -  3 2 -  8686 Mycobacterium tuberculosisMycobacterium tuberculosis
-  -  -  -  -  1 -  -  1 Mycobacterium bovisMycobacterium bovis
8 9 7 48 9 7 4 7 11 10 3 466466 Mycoplasma pneumoniaeMycoplasma pneumoniae
-  -  1 -  1 -  -  -  2 HaemoHaemophilus influenzae hilus influenzae b
7 -  3 6 -  2 12 1 3 6666 HaemoHaemophilus influenzae hilus influenzae non-bnon-b
-  -  -  -  -  -  -  -  1111 Klebsiella pneumoniaeKlebsiella pneumoniae
-  -  1 -  -  -  1 -  5 Neisseria meningitidisNeisseria meningitidis
-  -  1 1 -  -  -  -  5 Enterococcus faecalisEnterococcus faecalis
-  20 -  -  1 -  -  -  2424 Enterococcus faeciumEnterococcus faecium
-  -  -  -  -  -  -  -  1 Enterococcus gallinarumEnterococcus gallinarum
-  -  -  -  -  -  -  -  1 Enterococcus casseliflavusEnterococcus casseliflavus

63 -  -  -  -  -  -  -  110110 Pseudomonas aeruginosaPseudomonas aeruginosa
-  -  -  -  1 1 -  -  3 Leptospira interogansLeptospira interogans
-  1 -  -  -  -  -  -  1 Leptospira Leptospira sp.sp.
-  -  -  -  -  -  -  -  1 Cryptococcus neoformansCryptococcus neoformans

29296 4)4)( (   28286 3)3)( (   31318 7)7)( (   62624 3)3)( (   64641 9)9)( (   47471 3)3)( (   30308 5)5)( (   20203 4)4)( (   7527529 96)96)(  (    
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  報告機関別（地研・保健所） 　2013 年 11 月検体採取分 （2014 年 1 月 7 日現在）

Verotoxin-erotoxin-producinroducing E.colE.coli 10 1 - 1 8 - 3 4 2 2 14 2 2 1 1 - 2 12 1 2 - -
EnterotoxiEnterotoxigenic enic E.colE.coli 1 - - -- - - - 4 1 1)1)( (  - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1
EnteroEnteropathoathogenic enic E.colE.coli - - - - - -- - - - - - - 4 - - - - - - - -- - - - - - - - - 4
Enteroaggregative Enteroaggregative E.coliE.coli 1 - - - - -- - - - - -  - - - - - - - - -- - - - - - - - - -  2
Salmonella Salmonella Typyphihi - - - - -- - - - - - 1 1)1)( (  - - - - - - - -- - - - - - - - - 1 1)1)( (  -
Salmonella Salmonella O4O4 - - -- - - - 1 - - - - - - - -- - - - - - - 1 - - -
Salmonella Salmonella O7O7 - - -- - - - 1 1 - - - - - - -- - - - - - - 11 - - -
Salmonella Salmonella O8O8 - - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - - - 4 - - -
Salmonella Salmonella O9O9 1 - -- - - 1 - 1 - - -- - - - 1 - - 2 - - -
Salmonella Salmonella O1,3,19O1,3,19 - - - -- - - - - 1 -  - - - - - - - - -- - - - - - - - - -  -
Campylobacter jejuniCampylobacter jejuni 4 - - -- - - - 16 20 2 - - 1 - - - -- - - - - 7 -
Campylobacter coliCampylobacter coli - - - - - -- - - - - - -  - - - - - - - -- - - - - - - - - 1 -
Staphylococcus aureusStaphylococcus aureus - - - - -- - - - - - 4 - - - - - - - - -- - - - - - - - - -  -
Listeria monocytogenesListeria monocytogenes - - - - -- - - - - - 1 - - - - - - - - -- - - - - - - - - -  -
Yersinia enterocoliticaYersinia enterocolitica - - -- - - - 2 - -  - - - - - - - - -- - - - - - - - - -  -
Shigella flexneriShigella flexneri - - - - -- - - - - - 2 1)1)( (   - - - - - - - - -- - - - - - - - - -  -
Shigella sonneiShigella sonnei - - - - - -- - - - - - -  - - - -- - - - - 1 - - -- - - -  -
StreStreptococcus tococcus grouroup A 11 - 1 - -- - - 3 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -
StreStreptococcus tococcus grouroup B B - - - - -- - - - - - 2 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -
StreStreptococcus tococcus grouroup G G - - - - -- - - - - - 1 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1
Streptococcus pneumoniaeStreptococcus pneumoniae - - 2 - -- - - 3 - - - - - - - - -- - - - - - - - - -  -
Bordetella pertussisBordetella pertussis - - - - -- - - - - - 1 - - - - - - - - -- - - - - - - - - -  -
Legionella pneumophilaLegionella pneumophila - - - - - -- - - - - - -  - - - -- - - - - 1 - - -- - - -  -
Mycoplasma pneumoniaeMycoplasma pneumoniae - - - - - -- - - - - - -  - - - - - - - - -- - - - - - - - - -  -
Haemophilus influenzae Haemophilus influenzae non-non-b - - 2 - -- - - 1 - - - - - - - - -- - - - - - - - - -  -

28 1 51 5 1 13 22 44 3)3)( (   10 2 2 2 2 22 2 2 2 2 2 19 2 9 1)1)( (   8
SalmonellaSalmonella
 O4 Saintpaul O4 Saintpaul - - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - - - 1 - - -
 O4 Not typed O4 Not typed - - -- - - - 1 - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -
 O7 Infantis O7 Infantis - - - -- - - - - 1 - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -
 O7 Thompson O7 Thompson - - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - - - 6 - - -
 O7 Montevideo O7 Montevideo - - -- - - - 1 - - - - - - - -- - - - - - - 1 - - -
 O7 Bareilly O7 Bareilly - - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - - - 1 - - -
 O7 Braenderup O7 Braenderup - - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - - - 2 - - -
 O7 Mbandaka O7 Mbandaka - - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - - - 1 - - -
 O8 Litchfield O8 Litchfield - - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - - - 3 - - -
 O8 Corvallis O8 Corvallis - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -
 O8 Nagoya O8 Nagoya - - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - - - 1 - - -

1-1---1siditiretnE9O - - -- - - - 1 - - 2 - - -
 O1,3,19 Senftenberg O1,3,19 Senftenberg - - - -- - - - - 1 - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -

ShigellaShigella
  Shigella flexneri   Shigella flexneri )11------6 ( (   - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -
Shigella flexneri Shigella flexneri other serovarsother serovars - - - - -- - - - - - 1 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -

  Shigella sonnei  Shigella sonnei - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - - 1 - - -- - - - -

---------------1--4T
-----------1------6T
-----------------221T
-----------1------52T
------------------82T

74623BT - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -
2elbapytnU - - - -- - - - - 1 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - -
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  報告機関別 （つづき） （2014 年 1 月 7 日現在）

- 6 36 3 3 5050 Verotoxin-erotoxin-producinroducing E.colE.coli
- -- - - 1 8 1)1)( (   EnterotoxiEnterotoxigenic enic E.colE.coli
- - -- - - - 8 EnteroEnteropathoathogenic enic E.colE.coli
- - -- - - - 3 Enteroaggregative Enteroaggregative E.coliE.coli
- - -- - - - 2 2)2)( (   Salmonella Salmonella Typyphihi
- - -- - - - 2 Salmonella Salmonella O4O4
- -- - - 1 1414 Salmonella Salmonella O7O7
- -- - - 1 5 Salmonella Salmonella O8O8
- - -- - - - 6 Salmonella Salmonella O9O9
- - -- - - - 1 Salmonella Salmonella O1,3,19O1,3,19
- 8 - - 5858 Campylobacter jejuniCampylobacter jejuni
- - -- - - - 1 Campylobacter coliCampylobacter coli
- - -- - - - 4 Staphylococcus aureusStaphylococcus aureus
- - -- - - - 1 Listeria monocytogenesListeria monocytogenes
- - -- - - - 2 Yersinia enterocoliticaYersinia enterocolitica
- - -- - - - 2 1)1)( (   Shigella flexneriShigella flexneri
- - -- - - - 1 Shigella sonneiShigella sonnei
1 - -- - - 1616 StreStreptococcus tococcus grouroup A
- - -- - - - 2 StreStreptococcus tococcus grouroup B B
- - -- - - - 2 StreStreptococcus tococcus grouroup G G
- - -- - - - 5 Streptococcus pneumoniaeStreptococcus pneumoniae
- -- - - 2 3 Bordetella pertussisBordetella pertussis
- - -- - - - 1 Legionella pneumophilaLegionella pneumophila
3 - -- - - 3 Mycoplasma pneumoniaeMycoplasma pneumoniae
- - -- - - - 3 Haemophilus influenzae Haemophilus influenzae non-bnon-b
4 14 3 8 20203 4)4)( (   

SalmonellaSalmonella
- - -- - - - 1  O4  O4 SaintpaulSaintpaul
- - -- - - - 1  O4  O4 Not typedNot typed
- -- - - 1 2  O7 Infantis O7 Infantis
- - -- - - - 6  O7  O7 ThompsonThompson
- - -- - - - 2  O7  O7 MontevideoMontevideo
- - -- - - - 1  O7  O7 BareillyBareilly
- - -- - - - 2  O7  O7 BraenderupBraenderup
- - -- - - - 1  O7  O7 MbandakaMbandaka
- - -- - - - 3  O8  O8 LitchfieldLitchfield
- -- - - 1 1  O8 Corvallis O8 Corvallis
- - -- - - - 1  O8  O8 NagoyaNagoya
- - -- - - - 6  O9  O9 EnteritidisEnteritidis
- - -- - - - 1  O1,3,19 SenftenbergO1,3,19 Senftenberg

ShigellaShigella
- - -- - - - 1 1)1)( (     Shigella flexneri   Shigella flexneri 6
- - -- - - - 1     Shigella flexneri Shigella flexneri other serovarsother serovars
- - -- - - - 1   Shigella sonnei  Shigella sonnei

- - -- - - - 1   T4  T4
- - -- - - - 1   T6  T6
- - -- - - - 2   T12  T12
- - -- - - - 1   T25  T25
1 - -- - - 1   T28  T28
- - -- - - - 7     TB3264TB3264
- - -- - - - 3     UntypableUntypable
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  臨床診断名別 （地研・保健所） 　2013年 11 月～ 12 月累計 （2014 年 1 月 6 日現在）

  海外渡航先別 　2013 年 11 月～ 12 月累計 （2014 年 1 月 6 日現在）

Verotoxin-producing Verotoxin-producing E.coliE.coli - 16163 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 163163
Enterotoxigenic Enterotoxigenic E.coliE.coli - - - - - -- - - - - - - 1 - - -1 - - - - 1
Enteropathogenic Enteropathogenic E.coliE.coli - - - - - -- - - - - - - 4 - - -4 - - - - 4
Enteroaggregative Enteroaggregative E.coliE.coli - - - - - -- - - - - - - 4 - - -4 - - - - 4
Salmonella Salmonella 1--ihpyT - - - - - - - -- - - - - - - - - 1
Salmonella Salmonella 211----------4O
SalmonellaSalmonella 11-----------8O
Listeria monocytogenesListeria monocytogenes - - - - - - -- - - - - - - - 1 - -1 - - - 1
Shigella flexneri Shigella flexneri 1-----------1a2
Shigella sonneiShigella sonnei 2 - - - - - - - - - -2 - - - - - - - - - - - 2
Streptococcus pyogenesStreptococcus pyogenes - - - - -- - - - - - 9 - - - -9 - - - - - 9
Streptococcus Streptococcus group Ggroup G - - -- - - - 1 - - - - - -1 - - - - - - - 1
Streptococcus pneumoniaeStreptococcus pneumoniae - - - -- - - - - 1 - - - - -1 - - - - - - 1
Legionella pneumophila Legionella pneumophila SGSG1 - -- - - 1 - - - - - - -1 - - - - - - - - 1
Mycoplasma pneumoniaeMycoplasma pneumoniae - - - - - - - -- - - - - - - - - 2 - 2 4

3 16163 1 1 1 1 9 9 1 2 11 1 1 1 9 9 1 2 1 4 196196

Verotoxin-erotoxin-producinroducing E.colE.coli - 1 - - - -- - - - - 1
Salmonella Salmonella 1-ihpyT - - - -- - - - - 1
Shigella flexneri Shigella flexneri 1-1---1-a2
Shigella sonneiShigella sonnei 1 - - - - -- - - - - - 1

1---1---3HAsurivazneulfnI
Parainfluenza virus 3Parainfluenza virus 3 - - -- - - - 1 - - 1
Measles virus Measles virus genotenotypype Be B3 - - 1 - - 2 12 1 4
Measles virus Measles virus genotenotypype De D9 1 - - - - -- - - - - - 1

1---1--1TNsuriveugneD
2-1---1-1suriveugneD
3-2-1---3suriveugneD

Dengue virus 4Dengue virus 4 - - - -- - - - - 1 - 1
Chikungunya virusChikungunya virus - - - -- - - - - 1 - 1

2--1suriveugneD - - -- - - - 2

/
NT:
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  検体採取月別 （2014 年 1 月 6 日現在累計） 

＜ウイルス検出状況、由来ヒト・2014年 1 月 6 日現在報告数＞

20122012 20132013
7 8 9 1010 1111 1212 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1010 1111 1212

101681-TNsurivanrociP - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 2626
684-8217020541116524272612265654488TNsurivoretnE

2-TNAsuriveikcasxoC - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - 2
7864212962AsuriveikcasxoC - - -- - - - 1 10 47 28 17 3 3 - 244244

348224AsuriveikcasxoC 7 3 17 3 1 2 - 1 - 1 3 2 21 3 2 2 1 - 2 2 - 298298
0252345AsuriveikcasxoC 6 3 26 3 2 2 - 1 - - 2 12 8 9 58 9 5 3 - 141141

9231-815454176278417194529812613151120196AsuriveikcasxoC
117AsuriveikcasxoC - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - 2

-3288AsuriveikcasxoC 2 2 42 2 4 1 - 1 4 24 95 49 11 4 - - 210210
163-3-4023101413-32712246283119AsuriveikcasxoC

31801AsuriveikcasxoC - - - - - -- - - - - - - 1 3 10 12 3 2 - - 4343
77-122-21-1---174161911121AsuriveikcasxoC

1-1-2241AsuriveikcasxoC - - -- - - - 1 11 1 2 - - - -- - - - - 1010
01617361AsuriveikcasxoC 9 5 89 5 8 2 - - 1 3 10 21 19 9 69 6 4 - 160160

Coxsackievirus A21Coxsackievirus A21 - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - 2 - - -- - - - 2
06492180121-2-1---1--1-1BsuriveikcasxoC

Coxsackievirus B2Coxsackievirus B2 2 2 2 12 2 2 1 3 - -- - - 1 5 41 5 4 4 20 17 12 5 35 3 5 8686
Coxsackievirus B3Coxsackievirus B3 2 3 3 5 22 3 3 5 2 3 - 1 1 1 41 1 1 4 9 40 45 31 21 12 - 183183

-2694BsuriveikcasxoC 1 3 4 2 21 3 4 2 2 1 - 1 12 6 5 66 5 6 2 - 6262
9122287151039214-321111218202335BsuriveikcasxoC

1--6BsuriveikcasxoC - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - 1
111surivohcE - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - 2

2---1---11-2213surivohcE - - -- - - - 1010
743-381333166143401412232138223426surivohcE

842---1511719244247surivohcE - - - -- - - - - 163163
3192859surivohcE 7 3 1 17 3 1 1 1 - 2 - - 4 - 6 1 - - 126126

411surivohcE - - -- - - - 1 - - 1 - 1 1 51 1 5 3 12 16 7 1 5252
Echovirus 12Echovirus 12 - - - - - - - -- - - - - - - - - 1 1 - - - - - -- - - - - - - 2

2--71surivohcE - - - - - - - -- - - - - - - - - 1 - - - -- - - - - 3
71111-81surivohcE 3 4 5 4 4 33 4 5 4 4 3 1 17 18 19 12 15 2 1 137137

15391surivohcE - - - - - - - -- - - - - - - - - 1 1 - 2 1 - 1414
Echovirus 21Echovirus 21 - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 2 - - - -- - - - - 2

11-11152surivohcE - - - - -- - - - - - 2 11 6 7 56 7 5 1 3737
1---03surivohcE - - - - -- - - - - - 13 13 46 45 14 13 2 - 147147

1--1surivoiloP - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - 1
1-22surivoiloP - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - 3
2113surivoiloP - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - 4

1-86surivoretnE - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 6 9 45 30 10 1 102102
07530273047952144313179911912313535217surivoretnE

Parechovirus NTParechovirus NT 1 4 6 2 51 4 6 2 5 2 - -- - - 1 2 3 51 2 3 5 5 11 2 1 - 5050
521-16610193-1---5391617291surivohceraP

Parechovirus 3Parechovirus 3 - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - 1 2 - -- - - 3
423272911302661311751421371061801481702153142240119541surivonihR

Aichivirusichivirus - - - - -- - - - - - 2 - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - 2
Influenza virus A not subtypeInfluenza virus A not subtyped - 1 - - 2 - 3 53 5 3 - -- - - 2 - - - -- - - - - 1616
Influenza virus A H1pdm0Influenza virus A H1pdm09 1 - 11 1 5 11 45 31 19 13 14 7 37 3 1 14 2 21 45 244244
Influenza virus A HInfluenza virus A H3 31 41 88 37 74 56566 2472470 1141147 43431 15150 45 12 7 6 11 33 80 47 52765276
Influenza virus B NTInfluenza virus B NT 2 6 1 2 32 6 1 2 3 6 28 40 73 43 37 12 1 - - 3 93 9 2 268268
Influenza virus B/VictoriInfluenza virus B/Victoria - -- - - 1 12 17 71 93 92 38 43 5 2 1 15 2 1 1 7 10 23 416416
Influenza virus B/YamagatInfluenza virus B/Yamagata 1 - - 1 - 25 11112 17174 21216 16161 11117 19 - 3 - 7 - 10 846846

4CsurivazneulfnI - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - 4
Parainfluenza viruParainfluenza virus 17172 11113 94 77 46 17 26 10 12 28 10104 18183 10101 63 62 58 49 22 12371237
Respiratory syncytial viruRespiratory syncytial virus 35 10104 14148 17171 15159 19194 74 60 57 42 26 41 78 11112 14143 14147 13131 46 17681768
Human metapneumoviruHuman metapneumovirus 13 10 16 15 4 12 16 54 14140 11118 78 53 28 13 3 2 - - 575575

531721-113698616262501734surivanorocrehtO
151-354411517011157177219861surivspmuM

Measles virus genotype NMeasles virus genotype NT 2 1 - -- - - 1 - - 2 - - -- - - - 1 - - -- - - - 7
Measles virus genotype AMeasles virus genotype A - - - -- - - - - 4 3 2 24 3 2 2 4 - - 1 - - 1 - - 1717
Measles virus genotype B3Measles virus genotype B3 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - - 4 9 - 1 3 1818
Measles virus genotype DMeasles virus genotype D4 1 - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Measles virus genotype DMeasles virus genotype D8 - 1 7 - - - -- - - - - 3 43 4 2 - - 3 2 - -- - - 2222
Measles virus genotype DMeasles virus genotype D9 - 1 1 - - 1 - - 2 1 - -- - - 1 - -- - - 1 8
Measles virus genotype HMeasles virus genotype H1 1 - - 1 - -- - - 1 2 - - 2 - - - - -- - - - - - 7
Rubella virus genotype NTRubella virus genotype NT 3 9 73 9 7 8 11 8 19 28 61 12128 15151 81 31 4 8 4 64 8 4 6 4 571571
Rubella virus genotype 1aRubella virus genotype 1a - - - - -- - - - - - 1 - - 1 1 - - - - - -- - - - - - - 3
Rubella virus genotype 1ERubella virus genotype 1E 8 9 6 28 9 6 2 2 - - 11 11 6 2 4 66 2 4 6 1 - 1 - - 6969
Rubella virus genotype 2Rubella virus genotype 2B 28 29 13 6 6 15 26 38 57 73 11110 52 31 10 4 5 34 5 3 1 507507
Japanese encephalitis virusJapanese encephalitis virus - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 1 - -- - - 1

112suriveugneD 6 4 8 2 1 2 5 4 2 46 4 8 2 1 2 5 4 2 4 5 10 10 7 67 6 1 9090
1-1--1--12surivaynugnukihC - - - - -- - - - - - 1 - 7

SFTS virusSFTS virus - - - - - - - -- - - - - - - - - 1 - - 4 - - - -- - - - - 5
ReovirusReovirus - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - - 1 - - -- - - - 2
Rotavirus group unknownRotavirus group unknown - - - - - - -- - - - - - - - 1 1 - - - - - - -- - - - - - - - 2

148111-55423315124229311789--14ApuorgsurivatoR
Rotavirus group CRotavirus group C - - - - - - -- - - - - - - - 1 - - - - - - - -- - - - - - - - - 1

031323-186420281656111-331surivortsA
Norovirus genogroup unknownNorovirus genogroup unknown 1 4 1 3 3 1 21 4 1 3 3 1 2 1 - 2 5 - - - -- - - - - 6 7 3636
Norovirus genogroup Norovirus genogroup I 1 11 3 3 19 21 24 23 63 40 25 19 10 2 - 1 11 1 1 267267
Norovirus genogroup INorovirus genogroup II 38 17 9 12123 89891 1031037 33335 17175 18185 10108 11117 56 38 36 44 36 16160 17176 35813581
Sapovirus genogroup unknowSapovirus genogroup unknown 16 4 34 3 3 16 22 22 56 49 53 24 13 14 7 3 10 26 23 364364
Sapovirus genogroup ISapovirus genogroup I 2 1 12 1 1 2 10 8 13 23 30 22 17 6 1 16 1 1 2 14 18 3 174174
S i IIIISapovirus genogroup ISapovirus genogroup II 1 1 - - 3 4 1 6 1 5 2 13 4 1 6 1 5 2 1 5 - 2 1 - 2 3535
Sapovirus genogroup IISapovirus genogroup III 2 - - - - - - -- - - - - - - - 1 - - - - - - -- - - - - - - - 3
Sapovirus genogroup IVSapovirus genogroup IV 1 - - - - -- - - - - - 3 2 1 33 2 1 3 1 - - - - -- - - - - - 1111

652228221661212151512176191715121821TNsurivonedA
60320178411274923222802427171214121surivonedA
785311316121366555154352638524132122742surivonedA

5148026713surivonedA 7 6 6 57 6 6 5 8 19 27 28 32 11 22 9 250250
002--522921228101711914177916124surivonedA

Adenovirus 5Adenovirus 5 7 4 47 4 4 3 11 3 73 7 8 17 8 19 15 8 7 1 1 38 7 1 1 3 1 127127
Adenovirus 6Adenovirus 6 1 5 2 5 3 3 2 4 1 1 4 61 5 2 5 3 3 2 4 1 1 4 6 5 - 1 11 1 1 - 4545

117surivonedA - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - 1 - - -- - - - 3
--8surivonedA 1 1 11 1 1 3 - 2 - 1 - 1 3 11 3 1 4 - 1 - 1919

Adenovirus 11Adenovirus 11 - - - -- - - - - 1 - - 1 - - - - - - - -- - - - - - - - - 2
1---1---91surivonedA - - - -- - - - - 1 - - -- - - - 3

-413surivonedA 1 1 3 2 21 1 3 2 2 2 - 2 5 82 5 8 4 - 1 - 2 - 3737
133surivonedA - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

-273surivonedA 1 2 11 2 1 2 - - 1 2 1 1 1 11 2 1 1 1 1 1 - -- - - 1616
Adenovirus 40/41Adenovirus 40/41 1 2 2 5 4 4 2 2 6 4 41 2 2 5 4 4 2 2 6 4 4 2 - 2 - 4 - 2 4646
Adenovirus 41Adenovirus 41 7 4 4 5 8 77 4 4 5 8 7 4 - - 15 10 1 7 8 4 2 21 7 8 4 2 2 3 9191

1-1-122/35surivonedA - - - - - - -- - - - - - - - 1 - - -- - - - 4
5222115-11--1-6-4-1-45surivonedA

Adenovirus 56Adenovirus 56 6 5 6 7 36 5 6 7 3 1 - 1 3 2 41 3 2 4 1 - 4 - - 1 - 4444
Herpes simplex virus NHerpes simplex virus NT - 1 1 3 3 5 2 4 4 2 5 21 1 3 3 5 2 4 4 2 5 2 1 - - 1 11 1 1 3636
Herpes simplex virus Herpes simplex virus 1 8 14 9 9 12 17 10 14 11 14 17 9 10 10 6 10 4 1 185185
Herpes simplex virus 2Herpes simplex virus 2 6 5 3 7 1 3 3 3 1 2 3 4 7 46 5 3 7 1 3 3 3 1 2 3 4 7 4 5 - 5 3 6565
Varicella-zoster virusVaricella-zoster virus 2 4 3 22 4 3 2 2 - 2 4 2 7 7 42 4 2 7 7 4 7 14 7 5 27 5 2 1 7575

352-01412142025101126196169161618111surivolagemotyC
Human herpes virus Human herpes virus 6 37 41 34 25 23 30 16 24 30 43 30 44 66 30 26 29 18 10 556556
Human herpes virus Human herpes virus 7 25 15 28 12 10 12 14 17 17 16 20 22 33 27 20 9 39 3 4 304304

818801515101surivrraB-nietspE 8 7 68 7 6 9 13 8 12 11 6 76 7 1 172172
7---1---1--2--1-1-1TNsurivAsititapeH
91-21--1713-1-1-1--1AIsurivAsititapeH

1---BIsurivAsititapeH - - - -- - - - - 1 - - - - - - -- - - - - - - - 2
Hepatitis E virusHepatitis E virus - - - - - -- - - - - - - 1 1 - -- - - 2 - - - -- - - - - 4
Human papilloma virusHuman papilloma virus 2 3 6 8 1 5 6 8 5 5 5 6 4 3 3 42 3 6 8 1 5 6 8 5 5 5 6 4 3 3 4 1 - 7575
B19 virusB19 virus 9 5 3 59 5 3 5 2 - 1 11 1 2 - 1 5 - 2 2 4 12 2 4 1 3 4646

202123267192330221754212151112surivacobnamuH
ParvovirusParvovirus - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - 1 - 1

1-TNsuriV - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - 1
Chlamydophila pneumoniaeChlamydophila pneumoniae - - -- - - - 1 - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - 1
Orientia tsutsugamushiOrientia tsutsugamushi - -- - - 5 14 2 1 - - 1 - - - -- - - - - 2 92 9 2 3636
Rickettsia japonicaRickettsia japonica 2 4 92 4 9 7 - - - -- - - - - 2 4 - - 5 6 75 6 7 1 - 4747

16501650 11801180 11771177 12241224 18481848 25222522 37883788 24792479 21662166 18171817 17251725 14671467 20372037 14061406 11621162 974974 927927 544544 3009330093
NT:
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  報告機関別 　2013 年 7 月～ 12 月累計 （2014 年 1 月 6 日現在）

Entero NTEntero NT - - -- - - - - 3- 3 2 - -2 - - - 21 - - 2 - - - 22 - - - - - - -- - - - -- - - - -- - - - 3 - -
Coxsackie ACoxsackie A2 - 1 - 1 8 7 41 8 7 4 3 15 13 1 - 2 - - - - 2- 2 1 10 - - - 8 - 1 5 35 3 3 - -- - - 1 - -
Coxsackie A4Coxsackie A4 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -- - - 1 - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Coxsackie ACoxsackie A5 - -- - - 2 5 - 2 - - -- - - - - - - 2 - - 2- 2 3 - - - - - -- - - - 3- 3 4 - - 1 - - 5
Coxsackie ACoxsackie A6 - 18 - 6 15 14 14 11 19 13 15 17 7 16 15 16 4 11116 76 29 8 - - 15 3 - 12 14 48 - - 2 13 4 3838
Coxsackie ACoxsackie A8 - 1 - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 2 - 1 - 3 - - - - -- - - 1 4 - -- - - 1 - 1 1717
Coxsackie ACoxsackie A9 - 2 - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 4- 4 1 - 1 - - - -- - - - -- - - -- - - 1 - 3 4
Coxsackie A10Coxsackie A10 - - -- - - - - - - -- - - - - - 1 - 1 - - - - - 3- 3 1 1 - - - - -- - - - - 1 - -- - - - - -
Coxsackie A12Coxsackie A12 - - -- - - - - - - -- - - - - - 2 - - - - - - -- - - 1 - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Coxsackie A14Coxsackie A14 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Coxsackie A16Coxsackie A16 - - -- - - - - - - -- - - - - - 2 - - - - - - - 3 11 - 1 - - - -- - - - - 6 - -- - - 3 1 3
Coxsackie A21Coxsackie A21 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 2 - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Coxsackie B1Coxsackie B1 - - -- - - - - - -- - - - - 15 - - - - 3 - - 4- 4 7 - 8 - - - - -- - - - - 1 - -- - - - - -
Coxsackie B2Coxsackie B2 - - -- - - - 1 -1 - - 13 15 3 - - - - - - - 6 - 2 - - - - -- - - - -- - - - -- - - - - - 1
Coxsackie BCoxsackie B3 - -- - - 5 5 - 1- 1 1 10 4 3 1 - 2 3 - - 17 4 4 1 - - 1 - 4 - 10 - - 4 - 1 - 4
Coxsackie B4Coxsackie B4 - - -- - - - - -- - - - 1- 1 2 - 2 - 2 1 - - 1 6- 1 6 4 - 1 - - 2 - - - - - - -- - - - - - 1
Coxsackie B5Coxsackie B5 - - -- - - - - - -- - - - - 1- 1 2 - - - 1 3 - 1 7- 1 7 2 - 2 - - 1 - - 2 - 2 - -- - - - - 1
Echo 3Echo 3 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - 1
Echo 6Echo 6 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1 1 - - -- - - - 1 - - - - -- - - - - - - -- - - - - - 3
Echo 7Echo 7 - - -- - - - - -- - - - 6 - -6 - - - - - - - - -- - - 2 - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Echo 9Echo 9 - - -- - - - - - - -- - - - - - 3 - - - - - - - 4 - - 1 - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Echo 11Echo 11 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - -- - - - 2 - - -- - - - - - -
Echo 17Echo 17 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - 1
Echo 18Echo 18 - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 5 - 1 - 1 - 3 7- 3 7 1 - 3 - - 1 - - - 1 - - -- - - - 2 2 1313
Echo 19Echo 19 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Echo 21Echo 21 - - -- - - - - - -- - - - - 2 -2 - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Echo 25Echo 25 - - -- - - - - - - -- - - - - - 1- 1 1 - - - 2 - 1 10 - 5 - - 1 - -- - - - 1 - - -- - - - 1 - -
Echo 30Echo 30 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 1 1 -1 - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - 3 - 1

7-1-1---1-314-7-----15--51---86oretnE - - -- - - - 3 2 -
---4---17oretnE 1 2 41 2 4 1 11 1 10 3 1 2 35 23 5 1 - - 17 - 2 - 4 27 - 2 2 6 - 3333

Parecho NTParecho NT - - -- - - - - 1 -1 - - 9 -9 - - - - - 1 - - 3 - - - - - - -- - - 1 -1 - - - -- - - - 1 - -
Parecho 1Parecho 1 - - -- - - - - 1 -1 - - 7- 7 2 - - - - - - - -- - - - - - - - 9 - 1 3 - - - -- - - - 1 - 1
Parecho 3Parecho 3 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - 1 - - -- - - - - 1 - - - -- - - - - - - -- - - - - - -

-4161---427382-12--2-677941641-1-015647--329---onihR
Influenza A not subtypedInfluenza A not subtyped - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Influenza A H1pdm0Influenza A H1pdm09 - 5 - - - - -- - - - - 2 -2 - - 2 - 7 - - 4 8- 4 8 2 7 2 - - - 1 1 - - 2 - - 3 - - -
Influenza A HInfluenza A H3 1 13 - - 3 -3 - - 2- 2 1 -1 - - 19 - 6 1 1 4 15 2 7 4 - - 1 11 1 6 1 - 4 1 - - 3 4 8
Influenza B NTInfluenza B NT - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 4 - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Influenza B/VictoriaInfluenza B/Victoria - - -- - - - -- - - 1 -1 - - 1 - 2 - 1 - - - 7 - 5 5 - - 2 - - - - 3 - - 2 1 - 1
Influenza B/YamagatInfluenza B/Yamagata - 1 - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - - - -- - - - - 1 - - - -- - - - -- - - -- - - 1 - - -
ParainfluenzaParainfluenza - 3 - 1 17 - - 26 98 - - 1 - 2 6 - 17 29 - 47 - - - 13 - - - - - - -- - - - 10 3 1
Respiratory syncytialRespiratory syncytial - -- - - 3 18 - - 46 43 30 2 2 - 4 18 - 56 49 - 44 - - - 7 - - 4 57 41 - 1 - 3 1 6
Human metapneumHuman metapneumo - -- - - 3 3 - -3 - - - 1 -1 - - - - - 2 - 3- 3 5 - 2 - - - 1 - - - 6 - -- - - 1 2 2 -
Other coronaOther corona - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - 2 -2 - - 7 - - - - -- - - - - - - -- - - - 1 - -
Mumps Mumps - - -- - - - - - -- - - - - 3- 3 1 - - - - - 7 - 7- 7 2 2 - - - - -- - - - - - - -- - - - 1 - -
Measles genotype NTMeasles genotype NT - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - 1
Measles genotype Measles genotype A - -- - - 1 - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - -- - - -- - - 1 - - -
Measles genotype B3Measles genotype B3 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 1- 1 1 - - - - - -- - - - -- - - -- - - 1 - - 1313
Measles genotype D8Measles genotype D8 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 1- 1 2 - 1 - - - -- - - - - - - -- - - - 1 - -
Measles genotype D9Measles genotype D9 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Rubella genotype NTRubella genotype NT - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1 - 1 2 - 6 - 13 - - - 2 1 - -- - - - - - - -- - - - - - 1
Rubella genotype 1ERubella genotype 1E - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - 4 -4 - - - 1 - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Rubella genotype 2BRubella genotype 2B - - -- - - - - - - -- - - - - - 1 - 1 - - 1 1 14 - 1 1 - - - 2 1 - - - - - -- - - - - - 8
Japanese encephalitis Japanese encephalitis - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Dengue Dengue - - -- - - - - - -- - - - - 1 -1 - - 1 - 1 1 1 3 - 1 - - - - - -- - - - - - - -- - - - 1 1 1
Chikungunya Chikungunya - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
SFTS SFTS - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
ReoReo - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - 1
Rota group ARota group A - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - 2 - 1 - - - - - -- - - - - - 1
AstroAstro - - -- - - - 1 - - -- - - - 1 - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Noro genogroup unknownNoro genogroup unknown - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Noro genogroup Noro genogroup I - -- - - 1 -1 - - 2 -2 - - 1 - - - - - - - 1 - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Noro genogroup INoro genogroup II - - 12 - -- - - 6 3 16 3 1 2 14147 - 1 2 - - 6 24 10 - - 44 12 5 - - 2 4 15 5 - - 29 - 1
Sapo genogroup unknownSapo genogroup unknown - - -- - - - - 1 - - -- - - - 4 - - - - - - 8- 8 1 1 - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Sapo genogroup ISapo genogroup I - - -- - - - 2 - 2 - - -- - - - - - - - - 3 -3 - - - - - - 5 - - - - - - -- - - - - - -
Sapo genogroup IISapo genogroup II - - -- - - - -- - - 1- 1 2 - -2 - - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Adeno NTAdeno NT - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1 - - - - - - 28 - 38 - 1 - - -- - - - - - - -- - - - 1 - -
Adeno 1Adeno 1 - - -- - - - 2 - 1 - 6 5- 6 5 2 - - - - - 5 7- 5 7 1 3 - - - - -- - - - 1 - - -- - - - 1 - 1

125---11--13--132315-1--1244141-2--4-2onedA
Adeno 3Adeno 3 - - -- - - - 1 - 4 1 24 1 2 2 - - 2 - 1 7 19 8 2 2 1 - 1 1 - - - 3- 3 1 - -- - - 1 1 7

-5-4onedA - - - -- - - - - 4 - 1 - - - - - 4 2- 4 2 2 3 - 1 - - -- - - - - 1 - -- - - - - 8
Adeno 5Adeno 5 - - -- - - - 1 - -1 - - - 1- 1 1 - 1 - - - - - 2- 2 2 1 - - - - -- - - - - 2 - -2 - - - - - 1

-1-6onedA - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Adeno 7Adeno 7 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - 1 - - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Adeno 8Adeno 8 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - 4 - - - - -- - - - - - - - - -- - - - 2 - - -- - - - - - -
Adeno 19Adeno 19 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - 1 - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Adeno 31Adeno 31 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 2 - - - - - 1 - - - - - - -- - - - - - -
Adeno 37Adeno 37 - - -- - - - 2 - - - - -- - - - - - - 1 - - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Adeno 40/41Adeno 40/41 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - 2 - -- - - - - - - -- - - - - - -
Adeno 41Adeno 41 - - -- - - - - -- - - - 1 - 5 - - - - - - - -- - - - - - - - 2 - - - - - - -- - - - 4 - 2
Adeno 53/22Adeno 53/22 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - 1 - - -- - - - - - -
Adeno 54Adeno 54 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - - 4 - -- - - - - -
Adeno 56Adeno 56 - - -- - - - 1 - - - - -- - - - - - - - - - - - 1 - - - - 1 - -- - - - - - - -- - - - - - -
Herpes simplex NTHerpes simplex NT - - -- - - - - - -- - - - - 4 -4 - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Herpes simplex 1Herpes simplex 1 - - -- - - - 2 - - -- - - - 1 - 1 - - 1 - - 14 - 1 - - - 2 - - - - 1 - 1 1 - - 1
Herpes simplex 2Herpes simplex 2 - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - 4 - - 19 - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Varicella-zosterVaricella-zoster - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 11 - 1 - - - - 2 1 - - - - -- - - - - - -
CytomegalovirusCytomegalovirus - - -- - - - - -- - - - 13 35 5 - - - - 2 - - 10 1 - 1 - - - -- - - - - - - -- - - - 5 - -
Human herpes Human herpes 6 - -- - - 1 5 -5 - - 20 - 1- 1 9 - 1 1 5 - 2 88 - - 2 - - - 1 - - -- - - -- - - 1 1 - -
Human herpes Human herpes 7 - -- - - 1 1 -1 - - 30 - -- - - 1 - - 3 - 3 23 - - - - - - 1 - - -- - - - 1 - 4 - -
Epstein-BarrEpstein-Barr - - -- - - - 1 -1 - - 12 - 1 - - - - 1 - - 20 - - - - - - -- - - - -- - - - -- - - - 3 - -
Hepatitis A virus NTHepatitis A virus NT - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 1 - -1 - - - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Hepatitis A virus IAHepatitis A virus IA - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - -- - - - 2 - - - -
Hepatitis E virusHepatitis E virus - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - 1 - - -- - - - - - - - - 1 - - - - - -- - - - - - -
Human papilloma Human papilloma - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 15 - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -

2----91B - - - - -- - - - - - 1 - - - - - 7 - - - - - - 1 - - - - - -- - - - - - -
Human bocHuman boca - -- - - 1 - -1 - - - 6 - -6 - - - - - - 1 - 14 - - 4 - - - - -- - - - 2 - - -- - - - - - -
ParvoParvo - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - -- - - - - - - -- - - - - - -
Orientia tsutsugamushiOrientia tsutsugamushi - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - -- - - 7 - - - - - -- - - - -- - - -- - - 1 - - -
Rickettsia japonicaRickettsia japonica - - -- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - -- - - - -- - - -- - - 1 - - -

1 54 12 40 12126 27 41 28281 37379 12122 21218 64 24 64 13134 45 23238 79794 17176 24248 41 49 20 12121 14 19 39 16163 19191 6 11 20 13131 41 191191
NT:
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  報告機関別（つづき） （2014年 1 月 6 日現在）

- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - 1 - - 2 1 4 - 2 - 2 - - - -- - - - - 19 12 - - 1 - 9797 Entero NTEntero NT
- - -- - - - 2 -2 - - - 2 - - 1 - - - 3 - - - -- - - 1 - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 9898 Coxsackie A2Coxsackie A2
- - -- - - - 1 -1 - - 1 1 - - - - - - - -- - - - 1 11 1 1 - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 7 Coxsackie A4Coxsackie A4
1 - -- - - 1 4 - - - - - - - - - 2 - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 3737 Coxsackie A5Coxsackie A5
4 14 18 - 22 15 3 3 22 14 - 17 3 - 5 10 4 7 4 6 12 27 36 47 10 - 11 - 25 16 3 13 6 7 - 96962 Coxsackie A6Coxsackie A6
- 2 8 - 9 39 3 2 - 10 1 - 6 1 - 6 12 2 2 1 1 - 4 1 51 - - - -- - - - - 2 1 1 - 1 11 1 159159 Coxsackie A8Coxsackie A8
- - 1 - - -- - - 8 - 1 - - 3 - - 2 - - 1 - -1 - - - 2 - 2 12 1 1 - 2 - - - - -- - - - 4040 Coxsackie A9Coxsackie A9
- - - -- - - - - 1- 1 2 - 2 1 - 1 - - - 10 - - - - 1 - - - - - - -- - - - - - - - 1 - -1 - - - 2727 Coxsackie A10Coxsackie A10
- - - -- - - - - 1 - - - - - - - - - - -- - - - 1 - - -- - - -- - - 1 - - - - 1 - -- - - 7 Coxsackie A12Coxsackie A12
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - 2 - - - -- - - - 2 Coxsackie A14Coxsackie A14
- 2 - -- - - -- - - - - - - - - - 10 11 -1 - - - - -- - - - 4 - 1 - -1 - - - 1 - - - - -- - - - 5959 Coxsackie A16Coxsackie A16
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2 Coxsackie A21Coxsackie A21
- 1 - -- - - 1- 1 1 2 2 - - 5 - - - 3 -3 - - - - 2 - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 5555 Coxsackie B1Coxsackie B1
- - - -- - - - - - 1 - - 1 - - - - 2 4 - - - - -- - - - -- - - 7 - -- - - 1 2 1 - 2 - - 62 Coxsackie B2Coxsackie B2
- 2 8 12 8 1 5 25 2 4 2 5 - - 5 1 - - 4 - - 2 1 - 5 10 - -- - - 1 - - - - - 4 - 2 14149 Coxsackie B3Coxsackie B3
- 3 1 - - -- - - - 1 - - - - - - - -- - - 1 - -1 - - - -- - - - - - -- - - - - - - - 2 - -2 - - - 3131 Coxsackie B4Coxsackie B4
- 5 1 - - 5- 5 1 2 5 - - 3 1 - - - 1 - - - 1 10 1 13 - - - -- - - - - - - - - -- - - - 7474 Coxsackie B5Coxsackie B5
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2 Echo 3Echo 3
- - - -- - - - - 4- 4 8 - 4 1 - - - - 2 32 1 20 26 2 - - 11 5 2 - 3 - - 1 - 7 - 1 - 136136 Echo 6Echo 6
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 8 Echo 7Echo 7
- 1 - -- - - -- - - - - - - 1 - - - - -- - - - - -- - - - 1 - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1111 Echo 9Echo 9
- - 1 - - 2- 2 8 1 2 2 - 3 1 - 1 9 - - - 2 - - - 3 - - 2 - - - - 1 - - 3 44 Echo 11Echo 11
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 Echo 17Echo 17
- 1 1 - - 1- 1 1 4 - 2 - - - - - - - 3 - - 1 1 -1 - - 1 - - -- - - - 2 - 2 7 -7 - - 6767 Echo 18Echo 18
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - 4 - -- - - - - 1 - -- - - 5 Echo 19Echo 19
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2 Echo 21Echo 21
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - 1 - - 1 1 - - -- - - -- - - 1 - - - 1 2 - - 2 3232 Echo 25Echo 25
- - 31 - 2 2 - - - - - - - - - 12 - - 2 3 12 3 1 1 - 1 3 91 3 9 1 - 7 5 1 21 4 7 14 7 1 120120 Echo 30Echo 30
- - 2 - - 1- 1 5 1 11 - - - - - - - -- - - 3 - 4 5 25 2 3 - - 2 - - 5 - 3 - - 3 10101 Entero 68Entero 68
2 22 2 6 - 2 8 - 5 10 3 - 7 - - 6 13 13 1 2 2 3 32 3 3 1 7 25 45 4 1 - - 4 - - - - 6 2- 6 2 322322 Entero 71Entero 71
- - - -- - - - - -- - - - 1 - - - - - - - - 1 3 3 - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2424 Parecho NTParecho NT
- - - -- - - - - 1 - 1 2 - - - 2 - - - -- - - 4 2 - - - - - - - -- - - - - - - 1 4 - -4 - - - 4242 Parecho 1Parecho 1
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - 1 - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 3 Parecho 3Parecho 3
- 47 19 - - 10 19 3 42 2 - 1 1 - 11 11 1 15 10 4 9 10 16 18 1 - 2 - 4 14 14 15 - -- - - 78785 RhinoRhino
- - -- - - - 2 -2 - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2 Influenza A not subtypedInfluenza A not subtyped
- 4 - -- - - 5- 5 1 5 1 - - 3 3 8 - 6 -6 - - - 2 -2 - - -- - - - - -- - - - - 1 - - - -- - - 1 8686 Influenza A H1pdm09Influenza A H1pdm09
- 3 - -- - - 3- 3 2 1 - - - 1 1 2 - 3 8 - 1 61 6 3 - - 22 3 2 - - 2 - - - 1 2 10 18184 Influenza A H3Influenza A H3
- - - -- - - - - -- - - - - - - 7 - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - -- - - - 1 2 - - - -- - - 1 1515 Influenza B NTInfluenza B NT
- - - -- - - - - 2 - 4 - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - -- - - - 3 - - - 2 - - 2 4444 Influenza B/VictoriaInfluenza B/Victoria
- - - -- - - - - 3 - - - - - - 4 - - - -- - - - - -- - - - 4 - - - - -- - - - - - - - - -- - - 5 2020 Influenza B/YamagataInfluenza B/Yamagata
- 23 - -- - - 4- 4 7 1 8 - - - - - 7 3 - 4 10 1 -1 - - -- - - - - - -- - - - - - 5 - 4 - - 4 355355 Parainfluenza Parainfluenza 
- 20 4 - 1 1 14 8 27 10 - 30 - - 21 18 - 12 1 6 14 9 29 2 8 - - - -- - - - - 3 2 5 -5 - - 6 657657 Respiratory syncytial Respiratory syncytial 
- - 1 - - - 2 - 1 - - - - - - 2 - 1 - 1 - 1 - 3 - - - -3 - - - - - - 1 1 1 -1 - - 4646 Human metapneumoHuman metapneumo
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - 1 - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - 1 - - - -- - - - 1212 Other coronaOther corona
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - - 1 - - -- - - - 2 - -- - - 1 -1 - - - - - - -- - - - 2727 Mumps Mumps 
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 Measles genotype NTMeasles genotype NT
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2 Measles genotype AMeasles genotype A
- - - -- - - - - -- - - - - - 1 - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1717 Measles genotype B3Measles genotype B3
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 5 Measles genotype D8Measles genotype D8
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - -- - - 1 -1 - - - - - - -- - - - 2 Measles genotype D9Measles genotype D9
- 1 - -- - - - 5 12 4 2 - - 2 1 - - 1 - - 1 - - -- - - - 1 - -- - - - - - - -- - - - 5757 Rubella genotype NTRubella genotype NT
- 1 - -- - - -- - - - - - - - - 1 - - -- - - - 1 - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 8 Rubella genotype 1ERubella genotype 1E
- 1 - -- - - -- - - - 2 2 - - - 10 - - -- - - - 8 - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 5454 Rubella genotype 2BRubella genotype 2B
- 1 - -- - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 Japanese encephalitis Japanese encephalitis 
- - - -- - - - - - 9 - 5 1 - 1 1 - - - -- - - 1 - -- - - -- - - - 5 - -- - - - - 1 3 - - 3939 Dengue Dengue 
- - - -- - - - - -- - - - - - - 1 - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 Chikungunya Chikungunya 
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - 1 2 - - 1 - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 4 SFTS SFTS 
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 ReoReo
- 1 - -- - - - 1 1 1 - - 1 - - 1 - -- - - 1 - -- - - -- - - 1 - - -- - - - - - - - -- - - - 1313 Rota group ARota group A
- 4 - -- - - - 3 2 1 - - - - - - 1 -1 - - - -- - - 1 -1 - - 1 - - -- - - - - 2 - - -- - - - 1717 AstroAstro
- - - -- - - - - -- - - - - - - 13 - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1313 Noro genogroup unknownNoro genogroup unknown
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - 1 - - - - -- - - - 7- 7 2 - - - -- - - - - - - - - -- - - - 1515 Noro genogroup INoro genogroup I
- 3 7 - 2 52 5 6 8 3 4 - 2 - - 6 2 2 - 1 3 71 3 7 3 55 - 24 - 6 - - - 8 2 - -- - - 490490 Noro genogroup IINoro genogroup II
- - - -- - - - - - 7 - - - - - - - 1 7 - - 1 - - 5 2424 3 8 13 8 1 5 - - - - - - 6 - 8383 Sapo genogroup unknownSapo genogroup unknown
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - 9 59 5 1 - - - - - - -- - - - - - - 11 1 - -- - - 3939 Sapo genogroup ISapo genogroup I
- 5 - -- - - -- - - - - - - 1 - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - 1 - - -- - - - 1010 Sapo genogroup IISapo genogroup II
- - 5 - - - 2 - - - - - - - - - - 1 - - -- - - - 2- 2 4 1 - 1 -1 - - 2 9 - - -- - - - 9696 Adeno NTAdeno NT
- 1 - - 2 -2 - - - - 1 - 8 - - 2 3 2 - 1 - 1 - 1- 1 4 - - - -4 - - - - - - - - -- - - 1 6262 Adeno 1Adeno 1
1 11 1 2 - 1 3 - - 5 1 - 1 - - 9 4 1 - 2 52 5 2 - 1- 1 4 14 1 1 - -- - - - - - -- - - 2 11118 Adeno 2Adeno 2
- - - -- - - - - 12 - 3 11 2 - 1 - - 1 1 - - 3 3 - 3 - 3 2 - 1 - - - 3 6 - - 7 129129 Adeno 3Adeno 3
1 - - -1 - - - - - 1 - 1 - - - - - 1 2 - - - -- - - 1 -1 - - 2 - 2 - - 1 - - -- - - 5 4848 Adeno 4Adeno 4
- - - -- - - - - -- - - 1 - - - 1 - - 3 - -- - - 1 1 - - - - - - - -- - - - - - - 1 1 - -1 - - - 2121 Adeno 5Adeno 5
- 1 - -- - - -- - - - - - - - - - 1 - -- - - - - 1 - - 3 - - - -- - - - - - 1 - - -- - - - 8 Adeno 6Adeno 6
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 Adeno 7Adeno 7
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - -- - - 2 -2 - - 1 - - -- - - - - - - - -- - - - 9 Adeno 8Adeno 8
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 Adeno 19Adeno 19
- - - -- - - - - -- - - - 1 - - - - - - - -- - - - 1 - 1 - - - - - -- - - - - - - - 1 - -1 - - - 7 Adeno 31Adeno 31
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 3 Adeno 37Adeno 37
- - - -- - - - - -- - - - - - - 3 - - - - -- - - - - 1 1 - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - 8 Adeno 40/41Adeno 40/41
- - 1 - - -- - - - - 1 - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - 7 - - -- - - - - - - - 3 - 2626 Adeno 41Adeno 41
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 Adeno 53/22Adeno 53/22
- - - -- - - - - 1- 1 1 - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - -- - - 5 1111 Adeno 54Adeno 54
- - - -- - - - - 2 - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 5 Adeno 56Adeno 56
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 4 Herpes simplex NTHerpes simplex NT
- - 2 - 1 1 - - - - - - - - - - - 1 1 - - 1 1 - -- - - 2 - - 2 - 3 - -- - - 41 Herpes simplex 1Herpes simplex 1
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - 1 - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2424 Herpes simplex 2Herpes simplex 2
- - - -- - - - - -- - - - - 3 - - - - - - -- - - - 3 - - - - - - - -- - - - - - 13 - 2 - -- - - 3636 Varicella-zosterVaricella-zoster
- 1 - -- - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - 2 - - -- - - - - - -- - - - - - - - 5 - -5 - - - 8080 CytomegalovirusCytomegalovirus
- 4 - -- - - 1- 1 1 - 8 - - - - - - - -- - - - -- - - 2 - 11 - - - -- - - - - 4 1 9 - -9 - - - 179179 Human herpes 6Human herpes 6
- 2 - -- - - - 1 - 3 - - - - - - - -- - - 4 -4 - - 1 - 14 - - - -4 - - - - - 3 - - - -- - - - 9696 Human herpes 7Human herpes 7
- 1 - -- - - -- - - - 2 - - - - - - - -- - - 3 1 - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 4545 Epstein-BarrEpstein-Barr
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 Hepatitis A virus NTHepatitis A virus NT
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - 2 - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 4 Hepatitis A virus IAHepatitis A virus IA
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 2 Hepatitis E virusHepatitis E virus
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1515 Human papilloma Human papilloma 
- - - -- - - - - -- - - - - 1 - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 12 B19B19
- 1 - -- - - -- - - - - - - - - - - 2 -2 - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 3131 Human bocaHuman boca
- - - -- - - - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - -- - - - -- - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1 ParvoParvo
- - - -- - - - - -- - - - - - - - 2 - - - -- - - 3 - -- - - - - - - - -- - - - - - - - - - -- - - - 1313 Orientia tsutsugamushiOrientia tsutsugamushi
- - - -- - - - - -- - - - - - - - 11 - - - 2 - 3 - -- - - -- - - - 2 - -- - - - - - - -- - - - 1919 Rickettsia japonicaRickettsia japonica
9 15159 11119 1 53 10104 11118 79 20206 56 1 12124 37 22 97 19196 28 72 11110 85 65 99 19191 24249 82 27 44 4 49 10102 74 11117 28 35 63 70507050
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  臨床診断名別 　2013 年 7 月～ 12 月累計 （2014 年 1 月 6 日現在）

Enterovirus NEnterovirus NT - - - - - -- - - - 2 - - - - 1 4 - 7 - 38 - - - 10 - 1 - 1717 - - -- - - - 17 - 9797
Coxsackievirus ACoxsackievirus A2 - - - - - -- - - - 2 - - - - 1 - - 3 - 4 - - - 44 - -- - - - - - -- - - - - 40 4 9898
Coxsackievirus ACoxsackievirus A4 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 1 - - -- - - - 4 - -- - - - - - -- - - - - 1 1 7
Coxsackievirus ACoxsackievirus A5 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 1 - 4 - - - 22 - -- - - - - - -- - - - - 10 - 3737
Coxsackievirus ACoxsackievirus A6 - - - - - -- - - - 4 - - - - 1 7 1 4 3 69695 - 4 - 11110 - 2 - 7 - - -- - - - 10109 15 962962
Coxsackievirus ACoxsackievirus A8 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - 6 - 13 - - - 83 - -- - - 4 - - -- - - - 50 2 159159
Coxsackievirus ACoxsackievirus A9 - - - - - - - -- - - - - - 1 - - - 3 - 1 - 8 - - - - - -- - - - - 2 - - -- - - - 20 5 4040
Coxsackievirus A1Coxsackievirus A10 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 1 - 4 - - - 17 - -- - - - - - -- - - - - 5 - 2727
Coxsackievirus A1Coxsackievirus A12 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 1 - - -- - - - 3 - -- - - - - - -- - - - - 3 - 7
Coxsackievirus A1Coxsackievirus A14 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 2 - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 2
Coxsackievirus A1Coxsackievirus A16 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 53 - - - 2 - -- - - - - - -- - - - - 4 - 5959
Coxsackievirus A2Coxsackievirus A21 - - - - - - - - -- - - - - - - - 2 - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 2
Coxsackievirus BCoxsackievirus B1 - - - - - - - - -- - - - - - - - - 1 2 - 3 - 2 - - - 9 - -- - - 1111 - - -- - - - 26 1 5555
Coxsackievirus BCoxsackievirus B2 - - - - - -- - - - 1 - - - - 1 - - 7 - 4 - - - 6 - -- - - 5 - - -- - - - 38 - 6262
Coxsackievirus BCoxsackievirus B3 - - - - - -- - - - 1 - - - - 1 7 - 10 - 7 - - - 7 2 - - 57 1 - -- - - 54 2 149149
Coxsackievirus BCoxsackievirus B4 - - - - - -- - - - 1 - - - - - 1 - 3 - 3 - - - 2 - -- - - 9 - - -- - - - 10 2 3131
Coxsackievirus BCoxsackievirus B5 - - - - - -- - - - 1 - - - 1 - 3 - 8 - 4 - - - 6 - - 1 3030 - - -- - - - 16 4 7474

---3surivohcE - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - 2 - - -- - - - - - 2
---6surivohcE - - - - - -- - - - - - - - - - - - 10 - 4 - - - - - -- - - - - 9696 - - -- - - - 25 1 136136
---7surivohcE - - - - - -- - - - - - - - - - - - 2 - - -- - - - - - -- - - - - 2 - - -- - - - 4 - 8
---9surivohcE - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - -- - - - - 8 - - -- - - - 2 - 1111
---11surivohcE - - -- - - - 1 - - - - - - - 10 - 1 - 1 - 1 - 1 - 3 - - -- - - - 23 3 4444
---71surivohcE - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - 1 - - -- - - - - - 1
---81surivohcE - - -- - - - 1 - 2 - 1 2 - - 9 - 1 - - - - - -- - - - - 2121 - - -- - - - 26 4 6767
---91surivohcE - - - - - -- - - - - - - - - - - - 1 - - -- - - - - - -- - - - - 2 - - -- - - - 2 - 5
---12surivohcE - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 2 - 2
---52surivohcE - - -- - - - 1 - - - - 1 - - 8 - 2 - - - 1 - -- - - 3 - - -- - - - 15 1 3232
---03surivohcE - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - 8 - - -- - - - 2 - -- - - 7979 - - -- - - - 29 1 120120
---86surivoretnE - - -- - - - 1 - - - - 2 3 - 3 - 7 - - - 1 - -- - - 1 1 - -- - - 76 6 101101
---17surivoretnE - - - - - -- - - - - - - - - 3 2 1 4 - 23234 - 1 - 12 - -- - - 3333 - - -- - - - 28 4 322322

Parechovirus NParechovirus NT - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - 5 - 5 - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 13 - 2424
---1surivohceraP - - -- - - - 2 - - - - 1 - 1 18 - 3 - - - 1 - -- - - 1 - - -- - - - 13 2 4242
---3surivohceraP - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - 1 - - -- - - - 2 - 3
---surivonihR - - -- - - - 1 - 1 - 2 31 22 1 18 2 79 1 5 2 26 4 - - 8 - - -- - - - 55558 24 785785

Influenza virus A not subtypeInfluenza virus A not subtyped - - - - - - - - -- - - - - - - - 1 - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 1 - 2
Influenza virus A H1pdm0Influenza virus A H1pdm09 - - - - - - - - -- - - - - - - - 82 1 - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 3 - 8686
Influenza virus A HInfluenza virus A H3 - - - - - - - - -- - - - - - - - 17178 - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 6 - 184184
Influenza virus B NInfluenza virus B NT - - - - - - - - -- - - - - - - - 13 - - - - - - -- - - - 1 - -- - - - - - -- - - - - 1 - 1515
Influenza virus B/VictoriInfluenza virus B/Victoria - - - - - - - - -- - - - - - - - 41 1 - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 1 1 4444
Influenza virus B/YamagatInfluenza virus B/Yamagata - - - - - - - - -- - - - - - - - 20 - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 2020
Parainfluenza viruParainfluenza virus - - - - - -- - - - 1 - - - 2 7 8 - 2 - - -- - - - 6 1 - - - - - -- - - - - 32322 6 355355
Respiratory syncytial viruRespiratory syncytial virus - - - - - - - - -- - - - - - - - 3 20207 2 - 2 - 3 - - - 4 1 - - - - - -- - - - - 42424 11 657657
Human metapneumoviruHuman metapneumovirus - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 2 - - - 1 - - - 1 - -- - - - - - -- - - - - 41 1 4646
Other coronaviruOther coronavirus - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 12 - 1212

---surivspmuM - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - 22 - - 4 - - -- - - - 1 - 2727
Measles virus genotype NTMeasles virus genotype NT - - -- - - - - - - -- - - - - - - 1 - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1
Measles virus genotype AMeasles virus genotype A - - -- - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 2 - 2
Measles virus genotype B3Measles virus genotype B3 - - -- - - - - - - -- - - - - - - 17 - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1717
Measles virus genotype D8Measles virus genotype D8 - - -- - - - - - - -- - - - - - - 5 - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 5
Measles virus genotype D9Measles virus genotype D9 - - -- - - - - - - -- - - - - - - 1 - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 1 - 2
Rubella virus genotype NTRubella virus genotype NT - - -- - - - - -- - - - - 2 29 12 - - - - - - 1 - 1 - - - -- - - - - - - - -- - - - - 11 1 5757
Rubella virus genotype 1ERubella virus genotype 1E - - -- - - - - - -- - - - - - 8 - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 8
Rubella virus genotype 2BRubella virus genotype 2B - - -- - - - - -- - - - - 3 49 1 - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 1 - 5454
Japanese encephalitis virusJapanese encephalitis virus - - -- - - -- - - 1 - -- - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1
Dengue virusDengue virus - - -- - - 38 - - - -- - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 1 - 3939
Chikungunya virusChikungunya virus - - -- - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 1 - 1
SFTS virusSFTS virus - - 4 - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 4
ReovirusReovirus - - -- - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 1 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1
Rotavirus group Rotavirus group A - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 10 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 3 - 1313

---surivortsA - - - - - -- - - - - - - - - - - - 17 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1717
Norovirus genogroup unknownNorovirus genogroup unknown - - -- - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 13 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1313
Norovirus genogroup INorovirus genogroup I - - -- - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 15 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1515
Norovirus genogroup IINorovirus genogroup II - - -- - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 29293 - - -- - - - - - -- - - - - - - -- - - - 3 50 14144 490490
Sapovirus genogroup unknownSapovirus genogroup unknown - - -- - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 76 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 1 6 8383
Sapovirus genogroup ISapovirus genogroup I - - -- - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 32 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 7 - 3939
Sapovirus genogroup ISapovirus genogroup II - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 9 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 1 - 1010
Adenovirus NTAdenovirus NT - - -- - - - - - - -- - - - - - - - 1 2 12 - 11 - 4 14 1 1 - 2 - 8 - 2 - - -- - - - 51 1 9696

---1surivonedA - - -- - - - 2 - - - - 1 4 - 8 1 3 - - - 2 - -- - - - - - -- - - - - 36 5 6262
---2surivonedA - - -- - - - 1 - - - 1 7 13 - 16 - 7 - - - 4 3 - - 3 - - -- - - - 57 6 118118
---3surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - 1 58 - 9 - 1 - - - 1 - 9 - - - - -- - - - - 49 1 129129
---4surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - 10 - 1 - - -- - - - -- - - 7 - - - - -- - - - - 26 4 4848
---5surivonedA - - -- - - - 1 - - - - - 1 - 4 - 3 - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 12 - 2121
---6surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - 2 - 1 - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 2 2 8
---7surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - -- - - 1 - - - - -- - - - - - - 1
---8surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - -- - - 9 - - - - -- - - - - - - 9
---91surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - -- - - 1 - - - - -- - - - - - - 1
---13surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - - - 5 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 2 - 7
---73surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - -- - - 3 - - - - -- - - - - - - 3

Adenovirus 40/4Adenovirus 40/41 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - 8 - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 8
---14surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - - - 23 - - -- - - - - - -- - - - - 1 - - -- - - - 2 - 2626

Adenovirus 53/2Adenovirus 53/22 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - -- - - 1 - - - - -- - - - - - - 1
---45surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - -- - - 11 - - - - -- - - - - - - 1111
---65surivonedA - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - -- - - 5 - - - - -- - - - - - - 5

Herpes simplex virus NHerpes simplex virus NT - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 4 - 4
Herpes simplex virus Herpes simplex virus 1 - - - - - -- - - - 1 - - - - - - - - - 2 - - - 4 - 1 - 2 - 10 - - 19 2 4141
Herpes simplex virus Herpes simplex virus 2 - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - 4 - 15 - - 3 2 2424
Varicella-zoster viruVaricella-zoster virus - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - 15 14 - - - 1 - -- - - 1 - - -- - - - 5 - 3636
CytomegaloviruCytomegalovirus - - - - - -- - - - 1 - - - - - - - - - 9 - 4 - 6 1 - - 4 - - -- - - - 52 3 8080
Human herpes virus Human herpes virus 6 - - - - - -- - - - 11 - - - - 1 - 1 1 1 33 - 27 - 2 - -- - - 9 - - -- - - - 90 3 179179
Human herpes virus Human herpes virus 7 - - - - - -- - - - 3 - - 2 - - - - 1 1 22 1 4 - 2 - -- - - 3 - - -- - - - 55 2 9696
Epstein-Barr viruEpstein-Barr virus - - - - - - - - -- - - - - - - - - - 1 - 1 - 2 - 1 - 2 7 - - 1 - - -- - - - 29 1 4545
Hepatitis A virus NHepatitis A virus NT - 1 - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1
Hepatitis A virus IHepatitis A virus IA - 4 - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 4
Hepatitis E viruHepatitis E virus 2 - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 2
Human papilloma viruHuman papilloma virus - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - -- - - 8 - 7 - 1515

---suriv91B - - - - -- - - - - - 1 - - - - - - - - 5 - - - - -- - - - - - - - -- - - - - 6 - 1212
Human bocaviruHuman bocavirus - - - - - - - - -- - - - - - - - - 6 - - - - - -- - - - 1 - -- - - - - - -- - - - - 24 - 3131

---surivovraP - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1
Orientia tsutsugamushiOrientia tsutsugamushi - - - 13 - - - - -- - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1313
Rickettsia japonicaRickettsia japonica - - -- - - - 19 - - -- - - - - - - - - - - - -- - - - - - -- - - - - - - - -- - - - - - - 1919

2 5 4 13 38 19 1 40 5 91 39 34348 28280 16169 5 71712 23 1281284 9 49 2 40408 41 60 1 43437 2 25 8 3 2642643 28284 70507050
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Hepatitis E is an acute hepatitis caused by infection with hepatitis E virus (HEV), which belongs to the family Hepeviridae, 
genus Hepevirus.  It shares many clinical characteristics with hepatitis A including jaundice.  Asymptomatic infection is quite 
common as in hepatitis A.  The incubation period is average 6 weeks; the prodromal symptoms are systemic and quite variable 
depending upon the case, include anorexia, nausea, vomiting, fatigue, malaise and low grade of fever.  The case fatality rate is found 
in 1-2% of HEV cases, which is 10 times higher than in HAV (0.1%).  Though HEV infection rarely becomes chronic, chronic 
conversion was reported among immunocompromised individuals recently (see pp. 3 & 13 of this issue).  HEV infection has been 
identifi ed as an important zoonotic infection in the world including in Japan (see p. 4 of this issue).  In developing countries where 
HEV is endemic and water-mediated large-scale outbreaks are common, however, feco-oral infection through drinking of water 
contaminated by HEV patients’ feces is an important infection route.

There are four known HEV genotypes (G1-G4) all belonging to one serotype.  In developing countries, G1 is the major genotype 
detected in the local epidemics.  In developed countries, G3 and G4 from pigs and wild boars are commonly detected though G3 and 
G4 are detected from sporadic HEV cases.

In April 1999, HEV was classifi ed as category IV infectious disease under the Infectious Diseases Control Law, and notifi cation 
became mandatory as “acute hepatitis” of all the cases within 7 days after diagnosis.  Subsequently, with the law amendment in 
November 2003, “hepatitis E” became one of the independent category IV notifi able infectious diseases that mandates immediate 
reporting after diagnosis (reporting criteria are found in http://www.nih.go.jp/niid/images/iasr/35/407/de4071.pdf).

Incidence:  From January 2005 to November 2013, 626 cases were reported under the National Epidemiological Surveillance 
of Infectious Diseases (as of 27 November, 2013, Table 1).  While 42-71 cases were reported annually in 2005-2011, more than 100 
cases have been reported since 2012 (the increase being attributable to IgA test added to the notifi cation criteria in 2013; see 
below).  The domestic cases occupied 71-79% of all the cases in 2005-2008, while 86-94% since 2009 (Fig. 1).

Age and gender:  As in previous years (IASR 26: 261-262, 2005), male patients outnumbered female patients irrespectively 
of place of infection.  There were 502 male cases (infection 
in Japan: 425 cases, infection abroad: 68 cases; place of 
infection unknown: 9 cases) in contrast to 124 female 
cases (infection in Japan 107: cases; infection abroad: 13 
cases; place of infection unknown: 4 cases). 

As for age distribution, among those infected in 
Japan, the most frequent age was middle-aged and older, 
while the ages of those infected abroad varied widely 
(Fig. 2).

<THE TOPIC OF THIS MONTH>
Hepatitis E, 2005-2013, Japan

Table 1. Tests used for HEV laboratory diagnosis*

2005 13 ( 31% ) 33 ( 79% ) 42
2006 26 ( 37% ) 59 ( 83% ) 71
2007 13 ( 23% ) 50 ( 89% ) 56
2008 28 ( 62% ) 25 ( 56% ) 45
2009 51 ( 93% ) 9 ( 16% ) 55
2010 62 ( 94% ) 13 ( 20% ) 1 ( 2% ) 66
2011 52 ( 85% ) 10 ( 16% ) 5 ( 8% ) 61
2012 45 ( 37% ) 23 ( 19% ) 69 ( 57% ) 121
2013 13 ( 12% ) 6 ( 6% ) 96 ( 88% ) 109
Total 303 ( 48% ) 228 ( 36% ) 171 ( 27% ) 626

(National Epidemiological Surveillance of Infectious Diseases:  
As of 27 November, 2013)

*Note: Figures indicate number of tests performed.  Some cases were
diagnosed by using more than one methods.
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Figure 2. Age distribution of hepatitis E cases by gender,
                January 2005-November 2013, Japan
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Figure 1. Hepatitis E cases by year of diagnosis,
                January 2005-November 2013, Japan
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(National Epidemiological Surveillance of Infectious Diseases:
As of November 27, 2013)
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The laboratory diagnostic methods and genotypes (see p. 3 
of this issue):  Of the 626 cases reported in 2005-2013, 303 cases (48%) 
were laboratory diagnosed by RT-PCR; 228 cases (36%) and 171 cases 
(27%), respectively, by IgM and IgA antibody detections using ELISA 
(the above fi gures include overlaps due to use of more than one diagnostic 
methods in a single case) (Table 1).  In October 2011, medical insurance 
started covering diagnosis based on the IgA tests.  The rate of diagnosis 
based on the IgA test was increased since 2012.  IgA positive was added 
to the notifi cation criteria in 2013.

Virus genotypes were identifi ed for 86 cases; there were 2 G1 cases 
(1 domestic; 1 abroad); 39 G3 cases (36 domestic; 3 unknown for place of 
infection); 45 G4 cases (40 domestic; 5 abroad) and zero G2 case.

Suspected places of infection:  From 2005 to November 2013, 42 
prefectures reported HEV cases, whose distribution are shown in Fig. 3.  
Hokkaido, reporting every year, reported the largest number of cases, 
about 34% of all the domestic cases (see pp. 5 & 7 of this issue), which 
was followed by Tokyo (14%).  The place of infection abroad were mainly 
Asia, China being the top (42%) followed by India (17%) and Nepal 
(9.9%) (Table 2). 

Infection routes:  Of 626 cases reported from 2005 to November 2013, information on the infection routes was available for 
250 cases infected in Japan and 17 cases infected abroad.  Among the 250 domestic cases, 88 cases (35%) consumed pork (including 
liver), 60 cases (24%) wild boar meat, 33 cases (13%) deer meat, 10 cases (4.0%) horse meat, 11 cases (4.4%) shellfi sh (including 
oyster) and 37 cases (15%) meat and 24 cases (9.6%) liver of unidentifi ed animals (raw or grilled) (fi gures include overlaps of 
counting).  There were 4 cases without history of meat consumption that appeared to have been infected through dissection, burial, 
preparation or cooking.  Among the 17 cases infected abroad, 6 cases (35%) were attributable to drinking of unboiled water, 4 cases 
(24%) to consumption of pork, and 4 other cases (24%) to consumption of meat of unknown animals.  

HEV infections among animals:  High prevalence of HEV infection in pigs has been reported from many countries including 
Japan.  In Japan, HEV genes have been detected at high frequencies from feces of pigs 2-3 months of age, and more than 90% of pigs 
6 months of age placed on market had anti-HEV antibody.  HEV gene was detected from pig livers placed on the market (see pp. 4 
& 8 of this issue).  While the antibody prevalence being reportedly lower than that in pigs, HEV is widely distributed among wild 
boars throughout the country (34%). 

While deer has been claimed to be infected by HEV, Kumamoto Prefectural Public Health Institute was unable to fi nd any deer 
whose liver, blood or muscle specimens were HEV genome positive (see p. 9 of this issue).  As also for cattle, sheep and goats, HEV-
genome positive cases have not been reported (see p. 10 of this issue).  More recently, several novel HEV variants have been detected 
in rats, rabbits, bats, and ferrets, but its infectivity to humans is unknown (see p. 10 of this issue).  

Prevention of HEV infection:  As HEV infection due to consumption of raw animal liver and meat continues, the Ministry 
of Health, Labour and Welfare (MHLW) has published a “Case study of hepatitis E virus infection through consumption of meat 
(hepatitis E Q&A)” on its homepage to promote awareness of HEV (Notice by the Inspection and Safety Division, Department of 
Food Safety, Pharmaceutical and Food Safety Bureau, November 29, 2004: http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/kanren/
kanshi/041129-1.html).  MHLW continuously recommends hunters, meat handlers and consumers to avoid eating raw meat or liver 
of pigs or other wild animals, and to consume these foods only after thorough cooking. 

When traveling to endemic areas in abroad, as in case of hepatitis A, drinking of unboiled water and eating of undercooked food 
should be avoided.  The Japanese public should be more aware of the risks of HEV infections.  Vaccines for hepatitis E are currently 
under development in Japan.

The statistics in this report are based on 1) the data concerning patients and laboratory fi ndings obtained by the National Epidemiological 
Surveillance of Infectious Diseases undertaken in compliance with the Law Concerning the Prevention of Infectious Diseases and Medical Care for 
Patients of Infections, and 2) other data covering various aspects of infectious diseases.  The prefectural and municipal health centers and public 
health institutes (PHIs), the Department of Food Safety, the Ministry of Health, Labour and Welfare, and quarantine stations, have provided the 
above data.

Infectious Disease Surveillance Center, National Institute of Infectious Diseases
Toyama 1-23-1, Shinjuku-ku, Tokyo 162-8640, JAPAN   Tel (+81-3)5285-1111
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Figure 3. Hepatitis E cases by prefecture, January 2005-November 2013, Japan    
(National Epidemiological Surveillance of Infectious Diseases: As of November 27, 2013)
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Including 3 cases, which marked both “infection in Japan”

   and “infection abroad” in the reporting sheet.
(National Epidemiological Surveillance of Infectious Diseases:
As of 27 November, 2013)
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